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研究ノート

北海道の新第三系から産出した植物化石リストおよび各分類群の層位的分布

成田敦史 : 北海道博物館　研究部　自然研究グループ

北海道（Hokkaido）　植物化石群（Plant fossil flora）　大型植物化石（Plant macrofossil）　
新第三紀（Neogene）　層位的分布（Stratigraphic distribution）

1　はじめに

　東アジア、特に日本列島の植生は豊富な種構成をも
ち、約7,500種の陸上植物が多様な植生を構成している
（加藤 2011）。日本列島の現在の植生、特に森林植生
の起源を明らかにするためには、その基盤となる種組成
と植生が出現したと考えられている新生代新第三紀（約
2,303万年前～533万年前）まで歴史的に遡って解析し
なければならない（棚井 1992など）。そのため、新第
三紀における日本列島の植生変化は、本邦全域から豊富
に産出する植物化石に基づいて詳しく研究されてきた
（Tanai 1961など）。日本における植物化石群による
層序は新第三紀中新世初期から鮮新世末に至るまでほぼ
完全にそろっており、海成層との層位的関係も一般には
明らかであることから東アジアの標準となってきた（棚
井 1992）。また、新生代新第三紀は、日本海の拡大に
伴う日本列島形成の時代で、ユーラシア大陸との植物相
の共通性が減少し、現在の日本列島独自の温帯性落葉
広葉樹林が成立し始める時代である（棚井 1973；植村 
1991；成田 2021a）。
　北海道を含む日本の新第三紀の植物化石群については
Tanai（1961）で集約的に示され、その後、北海道各地
の新第三紀植物化石群については棚井（1963）や鈴木
（1967）、岡崎・鈴木（1973）で概要が報告されてい
る。しかし、これらの報告では扱う年代や地域にやや偏
りがあり、さらにその後の研究で新たに報告された植物
化石群や、化石群を構成する植物化石の分類群や年代に
ついても再検討された植物化石群もある。そこで小論で
は、北海道内の新第三系から産出が認められる各植物化
石群について、その組成的特徴を確認し得る全ての文献
を調査し、各植物化石群に含まれる植物化石を分類群ご
とに整理して化石記録の有無をリスト化した。また、そ
れによって把握可能な植物化石の各分類群の層位的分布
と特徴を示すこととした。

2　対象とした北海道の新第三紀大型植物
　  化石群

　小論では、北海道の植物化石群のうち、2023年まで
に報告され、植物化石群の組成的特徴が示された新第三
紀の時代を示す大型化石群を検討対象とする。大型植物
化石とは、肉眼で目視できるサイズの化石を指し、保存
状態によるものの、概ね種レベルで同定が可能となり得
る葉や果実などの器官の化石である。一般に、属レベル
までしか同定されない花粉・胞子化石群については小論
の検討対象とはしていない。なお、材化石は大型植物化
石であるが、葉や果実などの化石に比べ、複数の植物化
石群中で同一の材化石が産出している事例が限られてい
ることから、詳細な分類学的・形態学的特徴が検討され
ているモサンル植物群中の材化石（松本 2001など）の
みを限定的に取り扱った。
　岡崎・鈴木（1973）では、モベツ層産の紋別植物群
や道北名寄地域の名寄瑞穂植物群、十勝平野の足寄層や
阿寒層群産植物群、羅臼地域の越川層および幾品層産植
物群を、棚井（1963）では沼田町の幌深層下部産の植
物化石群をそれぞれ報告している。また、道内各地で作
成されている5万分の1地質図幅および同説明書では、紋
別地域の鴻之舞層（八幡ほか 1988）、上雄武層（鈴木
ほか 1966）および上支湧別層（長谷川ほか 1961）、
積丹半島の然別川層（長谷川・小山内 1978）および古
宇川層（山岸・石井 1979）からの大型植物化石の産出
についても、該当地域の地質図幅説明書において報告さ
れている。しかし、これらは産出している植物化石の具
体的な分類群を示していないか、あるいはいくつかの分
類群を取り上げて紹介する程度に留まっており、少なく
とも植物化石群としての組成的特徴が明確な報告とは必
ずしも言えないため、本報告の対象外とした。一方、旭
川市内に露出している旭川層産の植物化石群については
化石の保存状態が決して良好とは言えないものの、鈴木
ほか（2010）と大谷（2023MS）において報告されて
いる。この旭川植物群については、年代的な位置づけや
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図1　小論で取り上げる北海道の新第三紀植物化石群の産地

3）Cladrastis chaneyiとPterocarya japonica、Fagus 

stuxbergi、Acer subcarpinifoliumのシノニムはUemura
（1988）やNarita et al.（2020）を参照して整理し
た。

4） A c e r  m e g a s a m a r u m は中新世ヨーロッパ産の
Banisteriaecarpum giganteumに相当する可能性が
指摘されており（Tanai 1983）、それに従った。

　なお、表1において、Salix sp.など、「～sp.」とされ
た分類群については、原典となる引用文献において、図
版や形態に関する記載がないものもあり、それぞれの植
物化石群において、異なる分類群どうしのものが「～
sp.」としてまとめられている可能性もある。

4　新第三紀植物化石群に認められる各分
　  類群の消長

　新第三紀の北海道の各植物化石群と、含まれる各分類
群の層位的分布からは、時代とともに各分類群の消長の
傾向が見えてくる（表1、2）。具体的な消長のパターン
を以下に示す（表2）。
1）中期中新世前期まで産出が認められ、中期中新世後
　  期から産出記録がなくなる分類群
　ユサン属Keteleeria、ツヅラフジ科Menispermaceae
の各属（アオツヅラフジ属Cocculus、コウモリカズラ属
Menispermum）、ハス属Nelumbo、クリ属Castanea、コン
プトニア（ナウマンヤマモモ）属Comptonia、カリアグ
ルミ属Carya、ウリノキ属Alangiumは中期中新世前期ま
では北海道内で化石の産出記録が認められるが、中期中
新世後期以降の産出が認められない。同様に、Decodon

を除くミソハギ科Lythraceaeの各分類群（アスナロビ
シ属Hemitrapa、ヒシ属Trapa）も中期中新世前期までの
産出で、中期中新世後期以降の産出が認められない。フ

植物群組成などについて今後の再検討が必要となるもの
の、これまで道内で年代的に欠落していた後期鮮新世の
時代を示す大型植物化石群である可能性が考えられるた
め、小論で取り上げることとした。
　各植物化石群の年代については、最新の年代学的・層
序学的研究成果により改められているものもある。例え
ばモサンル植物群は、当初は鮮新世前期とされていたが
（酒匂ほか 1960）、松本（2001）において放射年代測
定値をもとに約1,200万年の中期中新世後期の化石群で
あると改められている。また、那賀島（1990）で後期
鮮新世の植物化石群として報告された本別町産の“池田
層植物群”は、筆者の研究（成田 2021b）で第四紀前期
更新世の植物群であることが明らかとなったため、小論
の検討対象外とした。一方、茅沼植物群を含む茅沼層は
約3,700万～2,500万年前の年代を、賀老植物群および嗣
内植物群を含む太櫓層は約2,400万年前の年代をそれぞ
れ示し、新第三紀の開始である約2,303万年前よりも古
い年代値を示す。そのため、これら3つの植物化石群は
古第三紀漸新世の植物化石群である可能性も考えられる
が、年代測定値には誤差を含む可能性を考慮し、それら
の化石群産出地の近隣地域の新第三紀の植物化石群との
比較検討を行いやすいことを加味して“前期中新世前期”
の植物化石群として取り扱い小論に含めることとした。
　以上を踏まえ、北海道の新第三紀の大型植物化石群の
名称、各植物化石群を報告している文献、推定される年
代についてリスト化した上で、各分類群の化石産出の有
無を示した（表1）。各植物化石群の産地についてはそ
れぞれ図1に示した。

3　植物化石群の各分類群の分類学的な扱い

　各植物化石のリスト化にあたり、先行研究における誤
同定や、新規の研究における分類学的な再検討の結果、
それ以前に報告・記載された文献から学名が変更となっ
ている化石も複数あることを考慮した。また、2000年
代以降、被子植物を中心に、維管束植物の分類体系も大
きく変更されている。表1はそれらの点も考慮してリス
ト化されている。具体的には以下の点である。
1）各分類群の配列順序や、近似現生種の分類はAPGⅣ

（2016）に従って整理し、近似現生種については邑
田・米倉（2012）に従って学名と和名を記載した。
近似現生種については各分類群の記載されている文
献中の分類群の記載文にあるものを取り上げている。

2）記載文や図版、標本が確認できるもののうち明らか
に誤同定と考えられるものは分類群名を正している。
ただし、全ての文献の全ての分類群について確実に
誤同定を修正できているわけではない。
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記載に基づき、それぞれまとめてサクラ属、ウルシ属と
している。これらが中期中新世前期以降の新第三紀に北
海道で継続して生育していた可能性が高いことを示して
いる。

4）中期中新世前期以前には産出記録がなく、中期中新
　  世後期以降産出が認められる分類群
　ブドウ属Vitis、エゾエノキ属Celtis、タデ科Polygonaceae

（タデ属Polygonum、スイバ属Rumex）、スイカズラ科
Caprifoliaceae（スイカズラ属Lonicera、タニウツギ属
Weigela）は中期中新世後期以降の北海道で産出が確認
される分類群である。これらはいずれも現代の北海道で
も普遍的に生育している分類群である。北海道では先述
の1）の分類群と入れ替わるように化石の産出が認めら
れるようになっている。

5）同一属内で、中期中新世後期以降に種レベルの交代
　  が顕著な分類群
　モミ属Abies、ツガ属Tsuga、ニレ属Ulmus、ブナ属
Fagus、サワグルミ属Pterocarya、ハンノキ属Alnus、カ
バノキ属Betula、ドロノキ属Populus、ヤナギ属Salix、カ
エデ属Acer、トネリコ属Fraxinusは、いずれも北海道で
は新第三紀を通じて化石が産出しており、中期中新世前
期までの種と中期中新世後期以降の種の交代が顕著な
属である。例えば、各化石産地で多産が認められるこ
との多いブナ属Fagusは、主に中期中新世前期まではア
ンチポフブナF. antipofiの産出記録が認められるが、中
期中新世後期以降はアケボノイヌブナF. palaeojaponica

の産出が目立つようになる。同様に、カバノキ属ではB. 

miomaximowiczianaやB. onbaraensis、B. protoglobispica

が、カエデ属ではA. subcarpinifoliumやA. subukurunduense

などが同一属の他種と入れ替わるように中期中新世以降
に化石の産出が認められる。またフジキ属Cladrastisは
前期中新世後期から前期鮮新世にかけて化石記録がある
が、フジキ属もやはり中期中新世後期に種の交代が認め
られる。これらのうち、ツガ属とフジキ属以外の各属の
植物は北海道内での自生が確認されている。
　北海道では本州などの他地域に先駆けて中期中新世後
期以降に三徳型植物群（Tanai 1961）が認められるよ
うになるが（Narita et al. 2020; 成田 2021a）、三徳型
植物群では形態的に現生種との見分けが困難な種が多数
認められるようになり、いわゆる“種レベルの現代化”と
される種の交代が認められることが知られている（棚井 
1992； 成田 2021a）。今回の各分類群の層位的分布か
らもそのような“種レベルの現代化”は明確である。

ウ属Liquidambar、スズカケノキ属Platanusも同様の傾向
にあるが、一部の化石群（社名淵・サマケサロマ植物
群、旭川植物群）で後期中新世以降に記録が認められて
いる。これら後期中新世以降のフウ属とスズカケノキ属
はいずれも分類学的な再検討を要すると考えられるが、
ツヅラフジ科各属やハス属、スズカケノキ属、カリアグ
ルミ属は北海道では古第三紀植物群に普遍的に認められ
る分類群である（Tanai 1970など）。これらの多くの
分類群は日本の前期中新世前期に顕著な阿仁合型植物群
（Tanai 1961；表2）や前期中新世後期から中期中新世
前期に特徴的な台島型植物群（Tanai 1961；表2）に含
まれる分類群で、クリ属を除くと、これらの属の植物は
現在の北海道には自生していない。台島型植物群中に多
産することが知られているコンプトニア属とフウ属（棚
井・植村 1988など多数）も、北海道ではこの消長のパ
ターンを示している。
　これらの分類群の大多数は、以下に述べる4）や5）の
分類群と入れ替わるように、中期中新世後期以降の北海
道からは化石記録が認められなくなっている。

2）前期中新世後期から中期中新世前期の期間にのみ産
　  出が確認される分類群
　イヌカラマツ属Pseudolarix、トガサワラPseudotsuga、
旧アブラチャン属Parabenzoin、パロティア属Parrotia、
ハナズオウ属Cercis、オニグルミ属Juglans、ツバキ属
Camellia、トチュウ属Eucommiaの各種は、いずれも近
似現生種が現在の北海道では自生しておらず、前期中
新世後期から中期中新世前期の期間にのみ産出が確認
される分類群である。また、Quercus miocrispula、Q. 

protodentataを除くコナラ属Quercusも同様の傾向を示し
ている。前期中新世後期から中期中新世前期は、先に述
べた台島型植物群が認められているが、これらの分類群
の多くは北海道の台島型植物群に特徴的に含まれる分類
群と考えられる。また、オニグルミ属とコナラ属を除
き、いずれの属の植物も現代の北海道には自生していな
い。
　
3）中期中新世前期以降の新第三紀を通じて認められる
　  分類群
　サルトリイバラ属Smilax、サクラ属Prunus、ウルシ
属Rhusは中期中新世前期以降に北海道で認められる分
類群である。現代のサクラ属は、広義のサクラ属とし
てPrunusを使用することもあるが、日本では現生のサ
クラ属を、狭義のサクラ属Cerasus、ウワミズザクラ属
Padus、スモモ属Prunusに再編して用いる場合が多い。
また、現代のウルシ属も同様に、ヌルデ属Rhusとウルシ
属Toxicodendronに再編されている。化石種については原
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植物化石群 茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ
サキペ
ンペツ

タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部
川西／
大手中上部

上名寄 社名淵 生田原
サマケ
サロマ

十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川
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(1965)

大谷
(2023MS)

時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37‒25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23‒17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19‒17Ma
※A5

ー
17.1‒
12.5Ma
※A6

17.1‒
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2‒
6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6–4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

1 Equisetaceae Equisetum arcticum st E. hyemale トクサ 〇
2 Equisetaceae Equisetum sp. cf. E. arcticum st E. hyemale トクサ 〇
3 Equisetaceae Equisetum  sp. cf. E. hyemale st? E. hyemale トクサ 〇 〇
4 Equisetaceae Equisetum ts.ps ー 〇ー 〇 〇
5 Osmundaceae Osmunda japonica ？ O. japonica ゼンマイ 〇
6 Osmundaceae Osmunda sachalinensis lf O. japonica 〇イマンゼ 〇※S1 〇※S1
7 Osmundaceae Osmunda shimokawaensis rh ー ― 〇
8 Osmundaceae Osmunda cinnamomea rh Osmundastrum chinnamomeum ヤマドリゼンマイ 〇
9 Osmundaceae Osmundastrum sp. lf？ ー ー 〇
10 Salviniaceae Salvinia pseudoformosa lf ー ー 〇 〇
11 Onocleaceae Onoclea sensibilis  var. fossilis lf？ O. sensibilis  var. interrupta コウヤワラビ 〇 〇 〇
12 Pinaceae Abies aburaensis cs A. homolepis 〇ミモロジラウ 〇 〇
13 Pinaceae Abies  sp. cf. A. homolepis lf？ A. homolepis ウラジロモミ 〇
14 Pinaceae Abies n-suzukii cs A. lasiocarpa 〇〇〇ミモムサルバマヤミ 〇 〇
15 Pinaceae Abies n-suzukii sd,sh A. lasiocarpa 〇？〇ミモムサルバマヤミ 〇 〇
16 Pinaceae Abies protofirma cs A. firma モミ 〇 〇〇〇〇
17 Pinaceae Abies sp. cf. A. protofirma sd A. firma モミ 〇
18 Pinaceae Abies sp. cf. A. mariessi lf？ A. mariesii オオシラビソ 〇
19 Pinaceae Abies sp. cf. A. sachalinensis sd A. sachalinensis アカトドマツ 〇
20 Pinaceae Abies  sp. cf. A. wilsonii os A. wilsonii ー 〇
21 Pinaceae Abies fl.ps ー ー 〇 〇
22 Pinaceae Abies ？.ps ー ー 〇
23 Pinaceae Keteleeria ezoana cs,lf K. davidiana 〇〇〇〇ンサユンケッテ
24 Pinaceae Keteleeria ezoana sd K. davidiana 〇ンサユンケッテ 〇 〇
25 Pinaceae Picea garoensis co P. maximowiczii 〇ミモラバメヒ
26 Pinaceae Picea hiyamaensis sd P. alcoquiana  (=bicolor 〇)ミモライ(ダハツマ) 〇
27 Pinaceae Picea kaneharai sd P. torano (=polita 〇ミモリハ) 〇〇〇 〇〇
28 Pinaceae Picea kanoi sd P. koyamae 〇ヒウトケタガツヤ 〇 〇
29 Pinaceae Picea magna sd P. torano (= polita )/

( )

P. neoveitchii 〇ー／ミモリハ 〇 〇
30 Pinaceae Picea nakauchii lf ー ー 〇
31 Pinaceae Picea ugoana sd P. alcoquiana   =bicolor 〇〇ダハツマ 〇 〇 〇 〇
32 Pinaceae Picea hs,flA.ps P. jezoensis エゾマツ 〇 〇
33 Pinaceae Picea sp. cf. P. jezoensis lf,co,sd P. jezoensis／P. alcoquiana  (=bicolor ) エゾマツ／マツハダ 〇〇〇〇
34 Pinaceae Picea ,oc,ds,hs,fl.ps ー ー 〇 〇〇
35 Pinaceae Picea ds.ps ー ー 〇 〇
36 Pinaceae Pinus miocenica sh P. densiflora/ P. thunbergii 〇〇〇〇〇ツマロク／ツマカア
37 Pinaceae Pinus sp. cf. P. trifolia sh P. ponderosa ポンデローサマツ 〇
38 Pinaceae Pinus sp. cf. P. palaeopentahylla lf,sh P. parviflora var. pentaphylla キタゴヨウ 〇 〇
39 Pinaceae Pinus fl.ps ー ー 〇 〇
40 Pinaceae Pseudolarix japonica sd,cs P. kaempferi イヌカラママツ 〇〇
41 Pinaceae Pseudotsuga ezoana sd P. japonica トガサワラ 〇
42 Pinaceae Tsuga aburaensis sd T. diversifolia コメツガ 〇
43 Pinaceae Tsuga miocenica sd,sh T. heterophylla/ T. longibracteata 〇ー／ガツカリメア 〇 〇 〇
44 Pinaceae Tsuga miocenica cs T. heterophylla/ T. longibracteata 〇〇ー／ガツカリメア 〇 〇 〇
45 Pinaceae Tsuga miocenica co T. heterophylla/ T. longibracteata 〇ー／ガツカリメア
46 Pinaceae Tsuga oblonga sd T. diversifolia コメツガ 〇〇〇〇
47 Pinaceae Tsuga shimokawaensis lf 〇
48 Pinaceae Tsuga fl.ps ー ー 〇
49 Cupressaceae Cryptomeria miyataensis lf C. japonica スギ 〇 〇
50 Cupressaceae Glyptostrobus europaeus sh G. pensilis 〇〇〇〇〇ウョシイス 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
51 Cupressaceae Glyptostrobus rubenosawaensis sh,tw,lf,co G. pensilis スイショウ 〇
52 Cupressaceae Juniperus honshuensis lf,tw J. chinensis イブキビャクシン 〇
53 Cupressaceae Metasequoia occidentalis sh M. glyptostroboides 〇〇〇〇〇〇アイコセタメ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
54 Cupressaceae Sequoia langsdorfii lf? S. sempervirens セコイア 〇
55 Cupressaceae Taiwania japonica lf,tw T. cryptomerioides タイワンスギ 〇 〇 〇
56 Cupressaceae Thuja nipponica sd T. standishii 〇)ベロク(コズネ ？〇〇〇 〇〇？〇
57 Cupressaceae Thuja nipponica lf,tw T. standishii 〇)ベロク(コズネ 〇〇〇 〇〇？〇
58 Cupressaceae Thujopsis miodolablata lf,sh T. dolabrata 〇ロナスア 〇
59 Cupressaceae Taxodioxylen cumminghamioides wd Glyptstrobus pensilis スイショウ 〇
60 Taxaceae Torreya yoshiokaensis sd T. nucifera カヤ 〇
61 Magnoliaceae Magnolia miocenica lf M. kobus コブシ 〇 〇 〇
62 Magnoliaceae Magnolia sp. cf. M.kobus lf？ M. kobus コブシ 〇
63 Lauraceae Cinnamomum  sp. lf C. camphora クスノキ 〇
64 Lauraceae Lindera ?fl.ps？ ー ー 〇 〇
65 Lauraceae Parabenzoin protopraecox lf Lindera praeccox アブラチャン 〇
66 Lauraceae Sassafras subtriloba lf S. tzumu/ S. sassafras シナサッサフラスノキ／サッサフラス 〇 〇 〇
67 Lauraceae Sassafras fl.ps ー ー 〇
68 Colchicaceae Disporum ezoanum lf D. smilacinum チゴユリ 〇 〇 〇
69 Smilacaceae Smilax trinervis lf S. china サルトリイバラ 〇〇 〇〇
70 Zinngiberaceae Zingiberites ーーfl.ps 〇

ーーfl.tedni.pste.negeaedioisubmaBeaecaoP17 〇
ーーhr.tedni.pste.negeaedioisubmaBeaecaoP27 〇
ーーfl.tedni.pste.negeaenimarGeaecaoP37 〇 〇

74 Menispermaceae Cocculus heteromorpha lf C. trilobus アオツヅラフジ 〇
75 Menispermaceae Menispermum  sp. lf M. dauricum コウモリカズラ 〇
76 Berberidaceae Berberis huziokai lf B. dictyophylla/B. diaphana ー／ー 〇
77 Berberidaceae Berberis  sp. cf. B. amurensis lf B. amurensis ヒロハヘビノボラズ 〇
78 Berberidaceae Mahonia lanceofolia lf Berberis fortunei ホソバヒイラギナンテン 〇
79 Nelumbonaceae Nelumbo endoana lf N. nucifera ハス 〇 〇
80 Nelumbonaceae Nelumbo nipponica lf N. nucifera ハス 〇
81 Platanaceae Platanus aceroides lf P. occidentalis/ P. orientalis アメリカスズカケノキ／スズカケノキ 〇〇〇〇 〇 〇？
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表1　北海道の新第三系から産出した植物化石群と各分類群の
　　  化石記録の有無ならびに層位的分布

（年代のMaは100万年前を示す。例えば20Maなら2,000万年前を
示している。表中の「※A」「※S」は引用を示し、末尾にまと
めて示している）



植物化石群 茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ
サキペ
ンペツ

タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部
川西／
大手中上部

上名寄 社名淵 生田原
サマケ
サロマ

十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

引用
Tanai and
Suzuki
(1963)

Tanai and
Suzuki
(1972)

佐川・植田
(1969)

Tanai and
Suzuki
(1963)

Tanai
(1961)

Tanai
(1961)

Tanai
(1961)

Tanai and
Suzuki
(1963)

棚井・植村

(1988)

Tanai and
Suzuki
(1972)

Tanai and
Suzuki
(1963)

Tanai and
Suzuki
(1963)

Tanai and
Suzuki
(1972)

Tanai
(1961)

秦ほか
(1963)

Tanai
(1971)

棚井ほか
(1981)

棚井ほか
(1981)

Narita et
al.(2020)

植村
(1991)

棚井ほか
(1981)

鈴木(1967)
松本(2001)

Tanai
(1961)

棚井ほか
(1981)

棚井ほか
(1981)

棚井ほか
(1981)

成田ほか
(2017)

Tanai and
Suzuki
(1965)

Tanai and
Suzuki
(1965)

Tanai and
Suzuki
(1965)

成田・乙幡

(2023)

植村・鈴木

(2019)

Tanai and
Suzuki
(1965)

大谷
(2023MS)

時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37‒25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23‒17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19‒17Ma
※A5

ー
17.1‒
12.5Ma
※A6

17.1‒
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2‒
6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6–4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

1 Equisetaceae Equisetum arcticum st E. hyemale トクサ 〇
2 Equisetaceae Equisetum sp. cf. E. arcticum st E. hyemale トクサ 〇
3 Equisetaceae Equisetum  sp. cf. E. hyemale st? E. hyemale トクサ 〇 〇
4 Equisetaceae Equisetum ts.ps ー 〇ー 〇 〇
5 Osmundaceae Osmunda japonica ？ O. japonica ゼンマイ 〇
6 Osmundaceae Osmunda sachalinensis lf O. japonica 〇イマンゼ 〇※S1 〇※S1
7 Osmundaceae Osmunda shimokawaensis rh ー ― 〇
8 Osmundaceae Osmunda cinnamomea rh Osmundastrum chinnamomeum ヤマドリゼンマイ 〇
9 Osmundaceae Osmundastrum sp. lf？ ー ー 〇
10 Salviniaceae Salvinia pseudoformosa lf ー ー 〇 〇
11 Onocleaceae Onoclea sensibilis  var. fossilis lf？ O. sensibilis  var. interrupta コウヤワラビ 〇 〇 〇
12 Pinaceae Abies aburaensis cs A. homolepis 〇ミモロジラウ 〇 〇
13 Pinaceae Abies  sp. cf. A. homolepis lf？ A. homolepis ウラジロモミ 〇
14 Pinaceae Abies n-suzukii cs A. lasiocarpa 〇〇〇ミモムサルバマヤミ 〇 〇
15 Pinaceae Abies n-suzukii sd,sh A. lasiocarpa 〇？〇ミモムサルバマヤミ 〇 〇
16 Pinaceae Abies protofirma cs A. firma モミ 〇 〇〇〇〇
17 Pinaceae Abies sp. cf. A. protofirma sd A. firma モミ 〇
18 Pinaceae Abies sp. cf. A. mariessi lf？ A. mariesii オオシラビソ 〇
19 Pinaceae Abies sp. cf. A. sachalinensis sd A. sachalinensis アカトドマツ 〇
20 Pinaceae Abies  sp. cf. A. wilsonii os A. wilsonii ー 〇
21 Pinaceae Abies fl.ps ー ー 〇 〇
22 Pinaceae Abies ？.ps ー ー 〇
23 Pinaceae Keteleeria ezoana cs,lf K. davidiana 〇〇〇〇ンサユンケッテ
24 Pinaceae Keteleeria ezoana sd K. davidiana 〇ンサユンケッテ 〇 〇
25 Pinaceae Picea garoensis co P. maximowiczii 〇ミモラバメヒ
26 Pinaceae Picea hiyamaensis sd P. alcoquiana  (=bicolor 〇)ミモライ(ダハツマ) 〇
27 Pinaceae Picea kaneharai sd P. torano (=polita 〇ミモリハ) 〇〇〇 〇〇
28 Pinaceae Picea kanoi sd P. koyamae 〇ヒウトケタガツヤ 〇 〇
29 Pinaceae Picea magna sd P. torano (= polita )/

( )

P. neoveitchii 〇ー／ミモリハ 〇 〇
30 Pinaceae Picea nakauchii lf ー ー 〇
31 Pinaceae Picea ugoana sd P. alcoquiana   =bicolor 〇〇ダハツマ 〇 〇 〇 〇
32 Pinaceae Picea hs,flA.ps P. jezoensis エゾマツ 〇 〇
33 Pinaceae Picea sp. cf. P. jezoensis lf,co,sd P. jezoensis／P. alcoquiana  (=bicolor ) エゾマツ／マツハダ 〇〇〇〇
34 Pinaceae Picea ,oc,ds,hs,fl.ps ー ー 〇 〇〇
35 Pinaceae Picea ds.ps ー ー 〇 〇
36 Pinaceae Pinus miocenica sh P. densiflora/ P. thunbergii 〇〇〇〇〇ツマロク／ツマカア
37 Pinaceae Pinus sp. cf. P. trifolia sh P. ponderosa ポンデローサマツ 〇
38 Pinaceae Pinus sp. cf. P. palaeopentahylla lf,sh P. parviflora var. pentaphylla キタゴヨウ 〇 〇
39 Pinaceae Pinus fl.ps ー ー 〇 〇
40 Pinaceae Pseudolarix japonica sd,cs P. kaempferi イヌカラママツ 〇〇
41 Pinaceae Pseudotsuga ezoana sd P. japonica トガサワラ 〇
42 Pinaceae Tsuga aburaensis sd T. diversifolia コメツガ 〇
43 Pinaceae Tsuga miocenica sd,sh T. heterophylla/ T. longibracteata 〇ー／ガツカリメア 〇 〇 〇
44 Pinaceae Tsuga miocenica cs T. heterophylla/ T. longibracteata 〇〇ー／ガツカリメア 〇 〇 〇
45 Pinaceae Tsuga miocenica co T. heterophylla/ T. longibracteata 〇ー／ガツカリメア
46 Pinaceae Tsuga oblonga sd T. diversifolia コメツガ 〇〇〇〇
47 Pinaceae Tsuga shimokawaensis lf 〇
48 Pinaceae Tsuga fl.ps ー ー 〇
49 Cupressaceae Cryptomeria miyataensis lf C. japonica スギ 〇 〇
50 Cupressaceae Glyptostrobus europaeus sh G. pensilis 〇〇〇〇〇ウョシイス 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
51 Cupressaceae Glyptostrobus rubenosawaensis sh,tw,lf,co G. pensilis スイショウ 〇
52 Cupressaceae Juniperus honshuensis lf,tw J. chinensis イブキビャクシン 〇
53 Cupressaceae Metasequoia occidentalis sh M. glyptostroboides 〇〇〇〇〇〇アイコセタメ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
54 Cupressaceae Sequoia langsdorfii lf? S. sempervirens セコイア 〇
55 Cupressaceae Taiwania japonica lf,tw T. cryptomerioides タイワンスギ 〇 〇 〇
56 Cupressaceae Thuja nipponica sd T. standishii 〇)ベロク(コズネ ？〇〇〇 〇〇？〇
57 Cupressaceae Thuja nipponica lf,tw T. standishii 〇)ベロク(コズネ 〇〇〇 〇〇？〇
58 Cupressaceae Thujopsis miodolablata lf,sh T. dolabrata 〇ロナスア 〇
59 Cupressaceae Taxodioxylen cumminghamioides wd Glyptstrobus pensilis スイショウ 〇
60 Taxaceae Torreya yoshiokaensis sd T. nucifera カヤ 〇
61 Magnoliaceae Magnolia miocenica lf M. kobus コブシ 〇 〇 〇
62 Magnoliaceae Magnolia sp. cf. M.kobus lf？ M. kobus コブシ 〇
63 Lauraceae Cinnamomum  sp. lf C. camphora クスノキ 〇
64 Lauraceae Lindera ?fl.ps？ ー ー 〇 〇
65 Lauraceae Parabenzoin protopraecox lf Lindera praeccox アブラチャン 〇
66 Lauraceae Sassafras subtriloba lf S. tzumu/ S. sassafras シナサッサフラスノキ／サッサフラス 〇 〇 〇
67 Lauraceae Sassafras fl.ps ー ー 〇
68 Colchicaceae Disporum ezoanum lf D. smilacinum チゴユリ 〇 〇 〇
69 Smilacaceae Smilax trinervis lf S. china サルトリイバラ 〇〇 〇〇
70 Zinngiberaceae Zingiberites ーーfl.ps 〇

ーーfl.tedni.pste.negeaedioisubmaBeaecaoP17 〇
ーーhr.tedni.pste.negeaedioisubmaBeaecaoP27 〇
ーーfl.tedni.pste.negeaenimarGeaecaoP37 〇 〇

74 Menispermaceae Cocculus heteromorpha lf C. trilobus アオツヅラフジ 〇
75 Menispermaceae Menispermum  sp. lf M. dauricum コウモリカズラ 〇
76 Berberidaceae Berberis huziokai lf B. dictyophylla/B. diaphana ー／ー 〇
77 Berberidaceae Berberis  sp. cf. B. amurensis lf B. amurensis ヒロハヘビノボラズ 〇
78 Berberidaceae Mahonia lanceofolia lf Berberis fortunei ホソバヒイラギナンテン 〇
79 Nelumbonaceae Nelumbo endoana lf N. nucifera ハス 〇 〇
80 Nelumbonaceae Nelumbo nipponica lf N. nucifera ハス 〇
81 Platanaceae Platanus aceroides lf P. occidentalis/ P. orientalis アメリカスズカケノキ／スズカケノキ 〇〇〇〇 〇 〇？
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

82 Buxaceae Buxus protojaponica lf B. microphylla  var. japonica 〇ゲツ 〇
83 Altingiaceeae Liquidambar miosinica lf L. formosana 〇〇〇〇ウフ 〇 〇
84 Altingiaceeae Liquidambar ？fl.ps ー ー 〇
85 Hamamelidaceae Hamamelis protojaponica lf H. japonica マンサク 〇〇
86 Hamamelidaceae Parrotia fagifolia lf P. persica/ Fothergilla gardeni ペルシャマンサク／－ 〇
87 Cercidiphyllaceae Cercidiphyllum crenatum lf C. japonicum ？〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇ラツカ
88 Cercidiphyllaceae Cercidiphyllum crenatum fr C. japonicum カツラ 〇 〇
89 Vitaceae Vitis naumanni lf V. coignetiae ヤマブドウ 〇〇
90 Vitaceae Vitis fl.ps ー ー 〇 〇〇
91 Fabaceae Cercis miochinensis lf C. chinensis ハナズオウ 〇 〇
92 Fabaceae Cladrastis aniensis lft C. wilsonii／C. platycarpa ー／フジキ 〇
93 Fabaceae Cladrastis chaneyi lf,lft C. lutea (=kentukea キノクユカリメア) 〇※S2 〇〇〇〇〇 ※S3 〇〇〇〇
94 Fabaceae Cladrastis ?tfl.ps ー ー 〇
95 Fabaceae Gleditsia miosinensis lft G. japonica／G. sinensis サイカチ／トウサイカチ 〇 〇 〇 〇〇〇
96 Fabaceae Gleditsia miosinensis pd G. japonica／G. sinensis サイカチ／トウサイカチ 〇
97 Fabaceae Maakia sp. cf. M. amurensis lft? M. amurensis イヌエンジュ 〇 〇 〇
98 Fabaceae Pueraria miothunbergiana lft P. lobata (=thunbergiana ) クズ 〇
99 Fabaceae Robinia nipponica lft R. pseudoacacia (=viscosa 〇アシカアセニ) 〇 〇 〇 〇
100 Fabaceae Robinia nipponica pd R. pseudoacacia (=viscosa ？〇アシカアセニ) 〇
101 Fabaceae Sophora miojaponica lft S. japonica エンジュ 〇〇
102 Fabaceae Wisteria fallax lft W. floribunda フジ 〇 〇 〇 〇 〇
103 Fabaceae Leguminophyllum sp. lf,lft ー ー 〇
104 Fabaceae Fabaceae gen. et. sp. indet. lft ー ー 〇
105 Rosaceae Crataegus sugiyamae lf C. maximowiczii (= sugiyamae ) オオバサンザシ 〇
106 Rosaceae Cataegus ？fl.ps ー ー 〇
107 Rosaceae Prunus ishidai lf Cerasus nipponica タカネザクラ 〇〇
108 Rosaceae Prunus miobrachypoda lf？ P. brachypoda ― 〇
109 Rosaceae Prunus matsumaensis lf Cerasus jamasakura／P. ohwii ヤマザクラ／ー 〇
110 Rosaceae Prunus protossiori lf Padus ssiorri シウリザクラ 〇〇〇〇〇〇〇〇
111 Rosaceae Prunus rubeshibensis lf Cerasus sargentii オオヤマザクラ 〇〇〇
112 Rosaceae Prunus subserotina lf Prunus（=Cerasus） serotina ブラックチェリー 〇
113 Rosaceae Prunus ？fl.ps ー ー 〇
114 Rosaceae Rosa usyuensis lf R. taiwanensis/R. multiflora タイワンノイバラ／ノイバラ 〇 〇
115 Rosaceae Rubus fl.ps R. crataegifolius クマイチゴ 〇？ 〇
116 Rosaceae Sorbus lanceolata lf,lft S. matsumurana ウラジロナナカマド 〇 〇〇
117 Rosaceae Sorbus  sp. cf. S. lanceolata lft？ S. matsumurana ウラジロナナカマド 〇
118 Rosaceae Sorbus nipponica lft S. commixta var. rufoferruginea サビバナナカマド 〇〇 〇
119 Rosaceae Sorbus uzenensis lf,lft S. commixta ナナカマド 〇 〇 〇※S4 〇〇
120 Rosaceae Sorbus tfl.ps S. commixta ナナカマド 〇 〇
121 Rosaceae Sorbus palaeojaponica lft Aria japonica ウラジロノキ 〇
122 Rosaceae Sorbus protoalnifolia lf Aria alnifolia アズキナシ 〇
123 Rosaceae Spiraea protothunbergii lf S. thunbergii ユキヤナギ 〇 〇
124 Rhamanaceae Hovenia miodulcis lf H. dulcis ケンポナシ 〇 〇
125 Rhamanaceae Zizyphus miojujuba lf Z. jujuba ナツメ 〇 〇
126 Ulmaceae Ulmus appendiculata lf U. davidiana／U. americana 〇レニカリメア／レニルハ 〇 〇
127 Ulmaceae Ulmus carpinoides lf U. davidiana ハルニレ 〇
128 Ulmaceae Ulmus longifolia lf U. lanceaefolia（=tokinensis 〇〇〇〇〇〇〇ー）
129 Ulmaceae Ulmus miopumila lf U. pumila シベリアニレ 〇〇〇〇〇
130 Ulmaceae Ulmus  sp. cf. U. miopumila lf U. pumila シベリアニレ 〇
131 Ulmaceae Ulmus protojaponica lf U. davidiana ハルニレ ？〇〇〇〇〇〇〇
132 Ulmaceae Ulmus pseudolongifolia lf U. lanceaefolia ー 〇
133 Ulmaceae Ulmus shiragica lf U. davidiana／U. macrocarpa ハルニレ／チョウセンニレ 〇 〇 〇 〇
134 Ulmaceae Ulmus fl.ps U. macrocarpa チョウセンニレ 〇
135 Ulmaceae Ulmus fl.ps ー ー 〇 〇 〇
136 Ulmaceae Zelkova ungeri lf Z. serrata 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇キヤケ ？〇〇
137 Cannabaceae Celtis miobungeana lf C. jessoensis／C. bungeana エゾエノキ／トウエノキ 〇
138 Cannabaceae Celtis nordenskioldii lf C. jessoensis エゾエノキ 〇 〇〇〇〇
139 Fagaceae Castanea miomollissima lf C. mollissima 〇リグナシ 〇 〇 〇
140 Fagaceae Castanea ungeri lf C. mollissima／C. dentata シナグリ／アメリカグリ 〇
141 Fagaceae Fagus antipofi lf F. grandifolia 〇〇〇〇？〇〇〇〇〇ナブカリメア ※S5 〇※S5 〇※S6 〇※S7

142 Fagaceae Fagus antipofi nt F. grandifolia アメリカブナ 〇 〇
143 Fagaceae Fagus antipofi bs F. grandifolia アメリカブナ 〇
144 Fagaceae Fagus ?fl.ps ー ー 〇 〇
145 Fagaceae Fagus microcarpa nt F. hayatae タイワンブナ 〇
146 Fagaceae Fagus palaeojaponica lf F. japonica イヌブナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
147 Fagaceae Fagus palaeojaponica br F. japonica イヌブナ 〇 〇〇
148 Fagaceae Fagus stuxbergi lf F. crenata ブナ 〇※S7 〇※S7 〇
149 Fagaceae Fagus dw.ps ー ー 〇
150 Fagaceae Quercus acuta lf Q. acuta アカガシ 〇
151 Fagaceae Quercus elliptica lf Q. phillyreoides／Q. chrysolepis ウメバガシ／ー 〇〇
152 Fagaceae Quercus koraica lf Q. tarokoensis タロコガシ 〇
153 Fagaceae Quercus miocrisupla lf Q. crispula ミズナラ 〇 〇
154 Fagaceae Quercus miovariabilis lf Q. variabilis アベマキ 〇〇
155 Fagaceae Quercus protodentata lf Q. dentata カシワ(ホウオウガシワ) 〇〇
156 Fagaceae Quercus sinomiocenica lf？ ー ー 〇
157 Fagaceae Quercus yoshiokaensis lf Q. velutina クロガシワ 〇
158 Fagaceae Quercus tn.ps ー ー 〇 〇
159 Myricaceae Comptonia naumanni lf C. peregrina 〇〇〇〇〇〇〇〇〇ニセヤマモモ
160 Juglandaceae Carya miocathayensis lft C. cathayensis 〇〇〇〇ーリコッヒズーニイャチ 〇 〇 〇 〇
161 Juglandaceae Juglans miocathayensis lft J. cathayensis チュウゴクグルミ 〇
162 Juglandaceae Juglans shanwangensis lft J. regia テウチグルミ 〇
163 Juglandaceae Juglans sp. cf. J. shanwangensis lft J. regia テウチグルミ 〇 〇
164 Juglandaceae Juglans ？tfl.ps ー ー 〇
165 Juglandaceae Platycarya miocenica lft P. strobilacea ノグルミ 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

82 Buxaceae Buxus protojaponica lf B. microphylla  var. japonica 〇ゲツ 〇
83 Altingiaceeae Liquidambar miosinica lf L. formosana 〇〇〇〇ウフ 〇 〇
84 Altingiaceeae Liquidambar ？fl.ps ー ー 〇
85 Hamamelidaceae Hamamelis protojaponica lf H. japonica マンサク 〇〇
86 Hamamelidaceae Parrotia fagifolia lf P. persica/ Fothergilla gardeni ペルシャマンサク／－ 〇
87 Cercidiphyllaceae Cercidiphyllum crenatum lf C. japonicum ？〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇ラツカ
88 Cercidiphyllaceae Cercidiphyllum crenatum fr C. japonicum カツラ 〇 〇
89 Vitaceae Vitis naumanni lf V. coignetiae ヤマブドウ 〇〇
90 Vitaceae Vitis fl.ps ー ー 〇 〇〇
91 Fabaceae Cercis miochinensis lf C. chinensis ハナズオウ 〇 〇
92 Fabaceae Cladrastis aniensis lft C. wilsonii／C. platycarpa ー／フジキ 〇
93 Fabaceae Cladrastis chaneyi lf,lft C. lutea (=kentukea キノクユカリメア) 〇※S2 〇〇〇〇〇 ※S3 〇〇〇〇
94 Fabaceae Cladrastis ?tfl.ps ー ー 〇
95 Fabaceae Gleditsia miosinensis lft G. japonica／G. sinensis サイカチ／トウサイカチ 〇 〇 〇 〇〇〇
96 Fabaceae Gleditsia miosinensis pd G. japonica／G. sinensis サイカチ／トウサイカチ 〇
97 Fabaceae Maakia sp. cf. M. amurensis lft? M. amurensis イヌエンジュ 〇 〇 〇
98 Fabaceae Pueraria miothunbergiana lft P. lobata (=thunbergiana ) クズ 〇
99 Fabaceae Robinia nipponica lft R. pseudoacacia (=viscosa 〇アシカアセニ) 〇 〇 〇 〇
100 Fabaceae Robinia nipponica pd R. pseudoacacia (=viscosa ？〇アシカアセニ) 〇
101 Fabaceae Sophora miojaponica lft S. japonica エンジュ 〇〇
102 Fabaceae Wisteria fallax lft W. floribunda フジ 〇 〇 〇 〇 〇
103 Fabaceae Leguminophyllum sp. lf,lft ー ー 〇
104 Fabaceae Fabaceae gen. et. sp. indet. lft ー ー 〇
105 Rosaceae Crataegus sugiyamae lf C. maximowiczii (= sugiyamae ) オオバサンザシ 〇
106 Rosaceae Cataegus ？fl.ps ー ー 〇
107 Rosaceae Prunus ishidai lf Cerasus nipponica タカネザクラ 〇〇
108 Rosaceae Prunus miobrachypoda lf？ P. brachypoda ― 〇
109 Rosaceae Prunus matsumaensis lf Cerasus jamasakura／P. ohwii ヤマザクラ／ー 〇
110 Rosaceae Prunus protossiori lf Padus ssiorri シウリザクラ 〇〇〇〇〇〇〇〇
111 Rosaceae Prunus rubeshibensis lf Cerasus sargentii オオヤマザクラ 〇〇〇
112 Rosaceae Prunus subserotina lf Prunus（=Cerasus） serotina ブラックチェリー 〇
113 Rosaceae Prunus ？fl.ps ー ー 〇
114 Rosaceae Rosa usyuensis lf R. taiwanensis/R. multiflora タイワンノイバラ／ノイバラ 〇 〇
115 Rosaceae Rubus fl.ps R. crataegifolius クマイチゴ 〇？ 〇
116 Rosaceae Sorbus lanceolata lf,lft S. matsumurana ウラジロナナカマド 〇 〇〇
117 Rosaceae Sorbus  sp. cf. S. lanceolata lft？ S. matsumurana ウラジロナナカマド 〇
118 Rosaceae Sorbus nipponica lft S. commixta var. rufoferruginea サビバナナカマド 〇〇 〇
119 Rosaceae Sorbus uzenensis lf,lft S. commixta ナナカマド 〇 〇 〇※S4 〇〇
120 Rosaceae Sorbus tfl.ps S. commixta ナナカマド 〇 〇
121 Rosaceae Sorbus palaeojaponica lft Aria japonica ウラジロノキ 〇
122 Rosaceae Sorbus protoalnifolia lf Aria alnifolia アズキナシ 〇
123 Rosaceae Spiraea protothunbergii lf S. thunbergii ユキヤナギ 〇 〇
124 Rhamanaceae Hovenia miodulcis lf H. dulcis ケンポナシ 〇 〇
125 Rhamanaceae Zizyphus miojujuba lf Z. jujuba ナツメ 〇 〇
126 Ulmaceae Ulmus appendiculata lf U. davidiana／U. americana 〇レニカリメア／レニルハ 〇 〇
127 Ulmaceae Ulmus carpinoides lf U. davidiana ハルニレ 〇
128 Ulmaceae Ulmus longifolia lf U. lanceaefolia（=tokinensis 〇〇〇〇〇〇〇ー）
129 Ulmaceae Ulmus miopumila lf U. pumila シベリアニレ 〇〇〇〇〇
130 Ulmaceae Ulmus  sp. cf. U. miopumila lf U. pumila シベリアニレ 〇
131 Ulmaceae Ulmus protojaponica lf U. davidiana ハルニレ ？〇〇〇〇〇〇〇
132 Ulmaceae Ulmus pseudolongifolia lf U. lanceaefolia ー 〇
133 Ulmaceae Ulmus shiragica lf U. davidiana／U. macrocarpa ハルニレ／チョウセンニレ 〇 〇 〇 〇
134 Ulmaceae Ulmus fl.ps U. macrocarpa チョウセンニレ 〇
135 Ulmaceae Ulmus fl.ps ー ー 〇 〇 〇
136 Ulmaceae Zelkova ungeri lf Z. serrata 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇キヤケ ？〇〇
137 Cannabaceae Celtis miobungeana lf C. jessoensis／C. bungeana エゾエノキ／トウエノキ 〇
138 Cannabaceae Celtis nordenskioldii lf C. jessoensis エゾエノキ 〇 〇〇〇〇
139 Fagaceae Castanea miomollissima lf C. mollissima 〇リグナシ 〇 〇 〇
140 Fagaceae Castanea ungeri lf C. mollissima／C. dentata シナグリ／アメリカグリ 〇
141 Fagaceae Fagus antipofi lf F. grandifolia 〇〇〇〇？〇〇〇〇〇ナブカリメア ※S5 〇※S5 〇※S6 〇※S7

142 Fagaceae Fagus antipofi nt F. grandifolia アメリカブナ 〇 〇
143 Fagaceae Fagus antipofi bs F. grandifolia アメリカブナ 〇
144 Fagaceae Fagus ?fl.ps ー ー 〇 〇
145 Fagaceae Fagus microcarpa nt F. hayatae タイワンブナ 〇
146 Fagaceae Fagus palaeojaponica lf F. japonica イヌブナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
147 Fagaceae Fagus palaeojaponica br F. japonica イヌブナ 〇 〇〇
148 Fagaceae Fagus stuxbergi lf F. crenata ブナ 〇※S7 〇※S7 〇
149 Fagaceae Fagus dw.ps ー ー 〇
150 Fagaceae Quercus acuta lf Q. acuta アカガシ 〇
151 Fagaceae Quercus elliptica lf Q. phillyreoides／Q. chrysolepis ウメバガシ／ー 〇〇
152 Fagaceae Quercus koraica lf Q. tarokoensis タロコガシ 〇
153 Fagaceae Quercus miocrisupla lf Q. crispula ミズナラ 〇 〇
154 Fagaceae Quercus miovariabilis lf Q. variabilis アベマキ 〇〇
155 Fagaceae Quercus protodentata lf Q. dentata カシワ(ホウオウガシワ) 〇〇
156 Fagaceae Quercus sinomiocenica lf？ ー ー 〇
157 Fagaceae Quercus yoshiokaensis lf Q. velutina クロガシワ 〇
158 Fagaceae Quercus tn.ps ー ー 〇 〇
159 Myricaceae Comptonia naumanni lf C. peregrina 〇〇〇〇〇〇〇〇〇ニセヤマモモ
160 Juglandaceae Carya miocathayensis lft C. cathayensis 〇〇〇〇ーリコッヒズーニイャチ 〇 〇 〇 〇
161 Juglandaceae Juglans miocathayensis lft J. cathayensis チュウゴクグルミ 〇
162 Juglandaceae Juglans shanwangensis lft J. regia テウチグルミ 〇
163 Juglandaceae Juglans sp. cf. J. shanwangensis lft J. regia テウチグルミ 〇 〇
164 Juglandaceae Juglans ？tfl.ps ー ー 〇
165 Juglandaceae Platycarya miocenica lft P. strobilacea ノグルミ 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科 .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

166 Juglandaceae Pterocarya asymmetrosa lft P. rhoifolia 〇〇〇〇〇〇ミルグワサ
167 Juglandaceae Pterocarya asymmetrosa nt P. rhoifolia サワグルミ 〇〇
168 Juglandaceae Pterocarya ezoana lft,fr P. paliurus 〇ー 〇〇〇〇
169 Juglandaceae Pterocarya sp. cf. P. insignis lft？ P. insgnis ー 〇
170 Juglandaceae Pterocarya japonica lf,lft P. rhoifolia 〇ミルグワサ ※S8 〇※S8 〇※S8 〇 〇 〇 〇※S8 〇※S8 〇 〇※S9 〇 〇※S10 〇？
171 Juglandaceae Pterocarya tn.ps P. rhoifolia サワグルミ 〇
172 Juglandaceae Pterocarya kamtschatica nt ー ー 〇〇〇〇〇〇
173 Juglandaceae Pterocarya protostenoptera lft,nt P. stenoptera シナサワグルミ 〇〇 〇〇
174 Juglandaceae Pterocarya ？tfl.ps ー ー 〇
175 Betulaceae Alnus arasensis lf A. trabeculosa／A. japonica サクラバハンノキ／ハンノキ 〇 〇
176 Betulaceae Alnus kefersteinii lf? A. sitchensis － 〇
177 Betulaceae Alnus miojaponica lf A. japonica 〇〇〇〇〇キノンハ ？〇〇？〇
178 Betulaceae Alnus miojaponica fr A. japonica 〇キノンハ 〇
179 Betulaceae Alnus prenepalensis lf A. nepalensis ネパールハンノキ 〇
180 Betulaceae Alnus protohirsuta lf A. hirsuta ヤマハンノキ 〇〇〇〇〇
181 Betulaceae Alnus sp. cf. A. hirsuta lf,fr A. hirsuta ヤマハンノキ 〇〇〇〇〇〇〇
182 Betulaceae Alnus fl.ps A. hirsuta／A. tenufolia ヤマハンノキ／ー 〇
183 Betulaceae Alnus protomaximowiczii lf A. viridis  var. maximowiczii 〇キノンハマヤミ ※S11 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
184 Betulaceae Alnus  sp. cf. A. protomaximowicii lf A. viridis var. maximowiczii ミヤマハンノキ 〇 〇？
185 Betulaceae Alnus sp. cf. A. crispa lf,fr A. viridis  var. maximowiczii ミヤマハンノキ 〇
186 Betulaceae Alnus usyuensis lf,co A. sitchensis／A. hirsuta／A. incana ー／ヤマハンノキ／セイヨウハンノキ 〇 〇 〇? 〇
187 Betulaceae Alnus subfirma lf A. firma ヤシャブシ 〇
188 Betulaceae Alnus fl.ps A. serrulata アメリカテリハハンノキ 〇
189 Betulaceae Alnus oc.ps ー ー 〇？ 〇
190 Betulaceae Alnus rf.ps ー ー 〇〇〇
191 Betulaceae Betula sp. cf. B. corylifolia lf？ B. corylifolia ネコシデ 〇 〇？
192 Betulaceae Betula miolumifera lf B. lumifera/ B. grossa 〇〇〇〇〇〇〇〇〇メズミ／ー
193 Betulaceae Batula miomaximowicziana lf B. maximowicziana ウダイカンバ 〇〇〇〇
194 Betulaceae Batula miomaximowicziana sd,br B. maximowicziana ウダイカンバ 〇
195 Betulaceae Betula  sp. cf. B. maximowicziana lf B. maximowicziana ウダイカンバ 〇
196 Betulaceae Betula nipponica lf B. corylifolia ネコシデ 〇
197 Betulaceae Betula onbaraensis lf B. grossa ミズメ 〇〇〇〇〇〇
198 Betulaceae Betula protoglobispica lf B. globispica ジゾウカンバ 〇 〇※S12 〇※S12 〇※S12 〇 〇※S12
199 Betulaceae Betula protojaponica lf B. platyphylla  var. japonica シラカンバ 〇
200 Betulaceae Betula sekiensis lf B. platyphylla  var. japonica／B. papyrifera シラカンバ／アメリカシラカバ 〇
201 Betulaceae Betula sublutea lf,cs B. lutea／B. lenta／B. grossa キハダカンバ／アメリカミズメ／ミズメ 〇 〇 〇
202 Betulaceae Betula uzenensis lf B. schmidtii／B. lutea オノオレカンバ／キハダカンバ 〇 〇 〇 〇 〇
203 Betulaceae Betula uzenensis sd B. schmidtii／B. lutea オノオレカンバ／キハダカンバ 〇
204 Betulaceae Betula ？fl.ps ー ー 〇 〇
205 Betulaceae Betula fl1.ps ー ー 〇
206 Betulaceae Carpinus chaneyi lf C. caroliniana／C. turczaninovii アメリカシデ／イワシデ 〇 〇？
207 Betulaceae Carpinus chaneyi br C. caroliniana／C. laxiflora アメリカシデ／アカシデ 〇 〇？
208 Betulaceae Carpinus heigunensis lf C. tschonoskii 〇31S※〇デシヌイ ※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇
209 Betulaceae Carpinus heigunensis iv C. tschonoskii 〇31S※〇デシヌイ ※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇
210 Betulaceae Carpinus miocenica lf C. laxiflora／C. londoniana アカシデ／ー 〇
211 Betulaceae Carpinus miofangiana lf C. fangiana 〇〇ー 〇 〇 〇 〇
212 Betulaceae Carpinus mioturczaninovii lf？ C. turczaninovii イワシデ 〇
213 Betulaceae Carpinus shimizui iv ー ー 〇
214 Betulaceae Carpinus stenophylla lf C. japonica（= carpinoides 〇デシマク） 〇 〇
215 Betulaceae Carpinus stenophylla iv C. japonica（= carpinoides 〇デシマク）
216 Betulaceae Carpinus subcordata lf C. cordata サワシバ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
217 Betulaceae Carpinus subcordata nt C. cordata 〇バシワサ
218 Betulaceae Carpinus subcordata ntl C. cordata サワシバ 〇
219 Betulaceae Carpinus subcordata iv C. cordata サワシバ 〇 〇 〇
220 Betulaceae Carpinus fl.ps ー ー 〇
221 Betulaceae Corylus macquarii lf C. heterophylla var. yezoensis 〇ミバシハゾエ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
222 Betulaceae Corylus macquarii nt C. heterophylla  var. yezoensis 〇ミバシハゾエ 〇
223 Betulaceae Corylus fl.ps C. heterophylla var. thunbergii ハシバミ 〇 〇 〇
224 Betulaceae Ostrya shiragiana lf O. japonica 〇〇ダサア 〇〇〇 〇 〇 〇？
225 Betulaceae Ostrya dw.ps O. japonica アサダ 〇
226 Betulaceae Betulaceae genus et sp. indet. lf ー ー 〇 〇
227 Betulaceae Betulaceae genus et sp. indet. sa ー ー 〇
228 Celastraceae Euonymus protobungeana lf E. bungeana ー 〇
229 Celastraceae Euonymus sieboldianus lf E. sieboldianus マユミ 〇
230 Salicaceae Populus balsamoides lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇〇〇〇〇〇 〇
231 Salicaceae Populus  sp. cf. P. balsamoides lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇
232 Salicaceae Poplus kitamiana lf P. grandidentata ー 〇〇〇
233 Salicaceae Populus kobayashii lf P. nigra セイヨウハコヤナギ(ポプラ) 〇 〇
234 Salicaceae Populus sp. cf. P. lasiocarpa lf？ P. lasiocarpa ー 〇 〇
235 Salicaceae Populus latior lf P. tremuloides／P. nigra アメリカヤマナラシ／セイヨウハコヤナギ 〇
236 Salicaceae Populus nipponica lf P. heterophylla／P. candicans スワンプポプラ／バルサムポプラ 〇 〇 〇
237 Salicaceae Populus reinformis lf P. heterophylla 〇ラプポプンワス 〇
238 Salicaceae Populus sambonsugii lf P. tacamahaca ー 〇〇〇
239 Salicaceae Populus sanzugawaensis lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇〇〇〇〇
240 Salicaceae Populus sp. cf. P. maximowiczii lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇
241 Salicaceae Populus sp. cf. P. sieboldii lf P. tremula var. sieboldii ヤマナラシ 〇 〇
242 Salicaceae Salix cardiophylla lf S. cardiophylla オオバヤナギ 〇
243 Salicaceae Salix crenatoserrulate lf S. chaenomeloides マルバヤナギ(アカメヤナギ) ？〇〇〇〇〇
244 Salicaceae Salix hokkaidoensis lf S. koriyanagi コリヤナギ 〇 〇〇〇
245 Salicaceae Salix itelmensis lf？ S. sieboldiana ヤマヤナギ 〇
246 Salicaceae Salix kitamiensis lf ー ー 〇〇〇〇
247 Salicaceae Salix k-suzukii lf S. dolichostyla（= jessoensis ） シロヤナギ 〇
248 Salicaceae Salix miosinica lf S. sinica 〇〇ー 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科 .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

166 Juglandaceae Pterocarya asymmetrosa lft P. rhoifolia 〇〇〇〇〇〇ミルグワサ
167 Juglandaceae Pterocarya asymmetrosa nt P. rhoifolia サワグルミ 〇〇
168 Juglandaceae Pterocarya ezoana lft,fr P. paliurus 〇ー 〇〇〇〇
169 Juglandaceae Pterocarya sp. cf. P. insignis lft？ P. insgnis ー 〇
170 Juglandaceae Pterocarya japonica lf,lft P. rhoifolia 〇ミルグワサ ※S8 〇※S8 〇※S8 〇 〇 〇 〇※S8 〇※S8 〇 〇※S9 〇 〇※S10 〇？
171 Juglandaceae Pterocarya tn.ps P. rhoifolia サワグルミ 〇
172 Juglandaceae Pterocarya kamtschatica nt ー ー 〇〇〇〇〇〇
173 Juglandaceae Pterocarya protostenoptera lft,nt P. stenoptera シナサワグルミ 〇〇 〇〇
174 Juglandaceae Pterocarya ？tfl.ps ー ー 〇
175 Betulaceae Alnus arasensis lf A. trabeculosa／A. japonica サクラバハンノキ／ハンノキ 〇 〇
176 Betulaceae Alnus kefersteinii lf? A. sitchensis － 〇
177 Betulaceae Alnus miojaponica lf A. japonica 〇〇〇〇〇キノンハ ？〇〇？〇
178 Betulaceae Alnus miojaponica fr A. japonica 〇キノンハ 〇
179 Betulaceae Alnus prenepalensis lf A. nepalensis ネパールハンノキ 〇
180 Betulaceae Alnus protohirsuta lf A. hirsuta ヤマハンノキ 〇〇〇〇〇
181 Betulaceae Alnus sp. cf. A. hirsuta lf,fr A. hirsuta ヤマハンノキ 〇〇〇〇〇〇〇
182 Betulaceae Alnus fl.ps A. hirsuta／A. tenufolia ヤマハンノキ／ー 〇
183 Betulaceae Alnus protomaximowiczii lf A. viridis  var. maximowiczii 〇キノンハマヤミ ※S11 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
184 Betulaceae Alnus  sp. cf. A. protomaximowicii lf A. viridis var. maximowiczii ミヤマハンノキ 〇 〇？
185 Betulaceae Alnus sp. cf. A. crispa lf,fr A. viridis  var. maximowiczii ミヤマハンノキ 〇
186 Betulaceae Alnus usyuensis lf,co A. sitchensis／A. hirsuta／A. incana ー／ヤマハンノキ／セイヨウハンノキ 〇 〇 〇? 〇
187 Betulaceae Alnus subfirma lf A. firma ヤシャブシ 〇
188 Betulaceae Alnus fl.ps A. serrulata アメリカテリハハンノキ 〇
189 Betulaceae Alnus oc.ps ー ー 〇？ 〇
190 Betulaceae Alnus rf.ps ー ー 〇〇〇
191 Betulaceae Betula sp. cf. B. corylifolia lf？ B. corylifolia ネコシデ 〇 〇？
192 Betulaceae Betula miolumifera lf B. lumifera/ B. grossa 〇〇〇〇〇〇〇〇〇メズミ／ー
193 Betulaceae Batula miomaximowicziana lf B. maximowicziana ウダイカンバ 〇〇〇〇
194 Betulaceae Batula miomaximowicziana sd,br B. maximowicziana ウダイカンバ 〇
195 Betulaceae Betula  sp. cf. B. maximowicziana lf B. maximowicziana ウダイカンバ 〇
196 Betulaceae Betula nipponica lf B. corylifolia ネコシデ 〇
197 Betulaceae Betula onbaraensis lf B. grossa ミズメ 〇〇〇〇〇〇
198 Betulaceae Betula protoglobispica lf B. globispica ジゾウカンバ 〇 〇※S12 〇※S12 〇※S12 〇 〇※S12
199 Betulaceae Betula protojaponica lf B. platyphylla  var. japonica シラカンバ 〇
200 Betulaceae Betula sekiensis lf B. platyphylla  var. japonica／B. papyrifera シラカンバ／アメリカシラカバ 〇
201 Betulaceae Betula sublutea lf,cs B. lutea／B. lenta／B. grossa キハダカンバ／アメリカミズメ／ミズメ 〇 〇 〇
202 Betulaceae Betula uzenensis lf B. schmidtii／B. lutea オノオレカンバ／キハダカンバ 〇 〇 〇 〇 〇
203 Betulaceae Betula uzenensis sd B. schmidtii／B. lutea オノオレカンバ／キハダカンバ 〇
204 Betulaceae Betula ？fl.ps ー ー 〇 〇
205 Betulaceae Betula fl1.ps ー ー 〇
206 Betulaceae Carpinus chaneyi lf C. caroliniana／C. turczaninovii アメリカシデ／イワシデ 〇 〇？
207 Betulaceae Carpinus chaneyi br C. caroliniana／C. laxiflora アメリカシデ／アカシデ 〇 〇？
208 Betulaceae Carpinus heigunensis lf C. tschonoskii 〇31S※〇デシヌイ ※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇
209 Betulaceae Carpinus heigunensis iv C. tschonoskii 〇31S※〇デシヌイ ※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇※S13 〇
210 Betulaceae Carpinus miocenica lf C. laxiflora／C. londoniana アカシデ／ー 〇
211 Betulaceae Carpinus miofangiana lf C. fangiana 〇〇ー 〇 〇 〇 〇
212 Betulaceae Carpinus mioturczaninovii lf？ C. turczaninovii イワシデ 〇
213 Betulaceae Carpinus shimizui iv ー ー 〇
214 Betulaceae Carpinus stenophylla lf C. japonica（= carpinoides 〇デシマク） 〇 〇
215 Betulaceae Carpinus stenophylla iv C. japonica（= carpinoides 〇デシマク）
216 Betulaceae Carpinus subcordata lf C. cordata サワシバ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
217 Betulaceae Carpinus subcordata nt C. cordata 〇バシワサ
218 Betulaceae Carpinus subcordata ntl C. cordata サワシバ 〇
219 Betulaceae Carpinus subcordata iv C. cordata サワシバ 〇 〇 〇
220 Betulaceae Carpinus fl.ps ー ー 〇
221 Betulaceae Corylus macquarii lf C. heterophylla var. yezoensis 〇ミバシハゾエ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
222 Betulaceae Corylus macquarii nt C. heterophylla  var. yezoensis 〇ミバシハゾエ 〇
223 Betulaceae Corylus fl.ps C. heterophylla var. thunbergii ハシバミ 〇 〇 〇
224 Betulaceae Ostrya shiragiana lf O. japonica 〇〇ダサア 〇〇〇 〇 〇 〇？
225 Betulaceae Ostrya dw.ps O. japonica アサダ 〇
226 Betulaceae Betulaceae genus et sp. indet. lf ー ー 〇 〇
227 Betulaceae Betulaceae genus et sp. indet. sa ー ー 〇
228 Celastraceae Euonymus protobungeana lf E. bungeana ー 〇
229 Celastraceae Euonymus sieboldianus lf E. sieboldianus マユミ 〇
230 Salicaceae Populus balsamoides lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇〇〇〇〇〇 〇
231 Salicaceae Populus  sp. cf. P. balsamoides lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇
232 Salicaceae Poplus kitamiana lf P. grandidentata ー 〇〇〇
233 Salicaceae Populus kobayashii lf P. nigra セイヨウハコヤナギ(ポプラ) 〇 〇
234 Salicaceae Populus sp. cf. P. lasiocarpa lf？ P. lasiocarpa ー 〇 〇
235 Salicaceae Populus latior lf P. tremuloides／P. nigra アメリカヤマナラシ／セイヨウハコヤナギ 〇
236 Salicaceae Populus nipponica lf P. heterophylla／P. candicans スワンプポプラ／バルサムポプラ 〇 〇 〇
237 Salicaceae Populus reinformis lf P. heterophylla 〇ラプポプンワス 〇
238 Salicaceae Populus sambonsugii lf P. tacamahaca ー 〇〇〇
239 Salicaceae Populus sanzugawaensis lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇〇〇〇〇
240 Salicaceae Populus sp. cf. P. maximowiczii lf P. suaveolens（=maximowiczii ） ドロノキ(ドロヤナギ) 〇
241 Salicaceae Populus sp. cf. P. sieboldii lf P. tremula var. sieboldii ヤマナラシ 〇 〇
242 Salicaceae Salix cardiophylla lf S. cardiophylla オオバヤナギ 〇
243 Salicaceae Salix crenatoserrulate lf S. chaenomeloides マルバヤナギ(アカメヤナギ) ？〇〇〇〇〇
244 Salicaceae Salix hokkaidoensis lf S. koriyanagi コリヤナギ 〇 〇〇〇
245 Salicaceae Salix itelmensis lf？ S. sieboldiana ヤマヤナギ 〇
246 Salicaceae Salix kitamiensis lf ー ー 〇〇〇〇
247 Salicaceae Salix k-suzukii lf S. dolichostyla（= jessoensis ） シロヤナギ 〇
248 Salicaceae Salix miosinica lf S. sinica 〇〇ー 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-
12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-
6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

249 Salicaceae Salix misaotatewakii lf S. gracilistyla ネコヤナギ 〇 〇〇〇
250 Salicaceae Salix muraii lf S. rorida エゾヤナギ 〇
251 Salicaceae Salix parasachalinensis lf S. udensis (=sachalinensis ) オノエヤナギ 〇〇〇〇〇
252 Salicaceae Salix palaeofutura lf S. futura オオキツネヤナギ ？〇？〇〇
253 Salicaceae Salix sp. cf. S. pierotii lf？ S. pierotii オオタチヤナギ 〇
254 Salicaceae Salix preobrajenskyi lf？ ー ー 〇〇
255 Salicaceae Salix sp. cf. S. reinii lf？ S. reinii ー
256 Salicaceae Salix triandra lf S. triandra タチヤナギ 〇
257 Salicaceae Salix varians lf S. sinica ー 〇 〇 〇
258 Salicaceae Salix fl.ps ー ー 〇〇〇？〇？〇？〇
259 Salicaceae Salix ps.ps ー ー 〇
260 Salicaceae Salix imf.ps ー ー 〇
261 Salicaceae Salix im.ps ー ー 〇
262 Lythraceae Decodon mosanruensis sd ー ー 〇
263 Lythraceae Hemitrapa borealis nt ー 〇ー 〇〇
264 Lythraceae Hemitrapa hokkaidoensis nt ー 〇〇〇〇ー
265 Lythraceae Hemitrapa yokoyamae nt ー ー 〇
266 Lythraceae Trapa ezoana nt ー 〇〇ー
267 Myrtaceae Syzygium ？fl.ps ー ー 〇
268 Anacardiaceae Rhus ezoense lft R. typhina アメリカハゼノキ 〇
269 Anacardiaceae Rhus miosuccedanea lft Toxicodendron succedaneum ハゼノキ 〇〇〇〇 〇〇〇
270 Anacardiaceae Rhus protoambigua lf,lft Toxicodendron orientale ツタウルシ 〇 〇〇〇
271 Anacardiaceae Rhus  sp. cf. R. tricocarpa lft？ Toxicodendron trichocarpum ヤマウルシ 〇
272 Sapindaceae Aesculus majus lft A. turbinata トチノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
273 Sapindaceae Aesculus miochinensis lft？ A. chinensis シナトチノキ 〇
274 Sapindaceae Aesculus fl.ps ー ー 〇
275 Sapindaceae Acer chiharae lf A. chingii／A. pictum 〇デエカヤタイ／ー 〇 〇※S14 〇※S14 〇※S14
276 Sapindaceae Acer ezoanum lf,sm A. miyabei 〇〇〇〇ヤタイビロク 〇〇〇〇〇〇 ※S15 〇※S15 〇※S15 〇※S15 〇※S15
277 Sapindaceae Acer sp. cf. A. ezoanum lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
278 Sapindaceae Acer fatsiaefolium lf A. diabolicum／ A. macrophyllum カジカエデ／ヒロハカエデ 〇〇〇
279 Sapindaceae Acer  sp. cf. A. fatsiaefolium lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
280 Sapindaceae Acer grahamense sm A. macrophyllum ヒロハカエデ 〇※S16 〇※S16 〇※S16
281 Sapindaceae Acer megasamarum sm ー ー 〇
282 Sapindaceae Acer protonegundo lft A. henryi／A. negundo 〇デエカドングネ／ー ※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17
283 Sapindaceae Acer protonegundo sm A. henryi／A. negundo ー／ネグンドカエデ 〇※S17
284 Sapindaceae Acer palaeodiabolicum lf A. diabolicum カジカエデ 〇 〇 〇 〇 〇
285 Sapindaceae Acer palaeodiabolicum sm A. diabolicum カジカエデ 〇〇
286 Sapindaceae Acer palaeoplatanoides sm A. platanoides ノルウェーカエデ 〇
287 Sapindaceae Acer palaeorufinerve lf A. rufinerve 〇デエカダハリウ 〇 〇
288 Sapindaceae Acer protodistylum lf？ A. macrophyllum ヒロハカエデ 〇 〇
289 Sapindaceae Acer protojaponicum lf A. japonicum 〇〇〇〇〇デエカワチウハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
290 Sapindaceae Acer protojaponicum sm A. japonicum 〇デエカワチウハ 〇〇〇 〇？
291 Sapindaceae Acer protomiyabei lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
292 Sapindaceae Acer prototrifidium lf A. buergerianum トウカエデ 〇※S18
293 Sapindaceae Acer pseudoginnala lf A. ginnala カラコギカエデ 〇 〇 〇
294 Sapindaceae Acer pseudoginnala sm A. ginnala カラコギカエデ 〇※S19 〇※S19 〇
295 Sapindaceae Acer rotundatum lf A. pictum イタヤカエデ 〇 〇※S20 〇 〇〇
296 Sapindaceae Acer rotundatum sm A. pictum イタヤカエデ 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇 〇※S20
297 Sapindaceae Acer  sp. cf. A. rotundatum sm A. pictum イタヤカエデ 〇
298 Sapindaceae Acer subcarpinifolium lf A. carpinifolium チドリノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇※S21 〇 〇※S21
299 Sapindaceae Acer subcarpinifolium sm A. carpinifolium チドリノキ 〇〇〇〇〇〇〇〇？〇
300 Sapindaceae Acer subukurunduense lf A. ukurunduense オガラバナ 〇〇〇
301 Sapindaceae Acer tricuspidatum lf A. pycnanthum／A. rubrum ハナノキ／アメリカハナノキ 〇※S22 〇※S22 〇 〇
302 Sapindaceae Acer tricuspidatum sm A. pycnanthum／A. rubrum ハナノキ／アメリカハナノキ 〇
303 Sapindaceae Acer sp. cf. A. rubrum lf A. rubrum アメリカハナノキ 〇
304 Sapindaceae Acer fl.ps A. tschonoskii ミネカエデ 〇
305 Sapindaceae Acer sp.(7 lobed) lf ー ー 〇
306 Sapindaceae Acer ms.ps ー ー 〇〇
307 Rutaceae Phellodendron mioamurense lf,lft P. amurense 〇ダハキ 〇〇〇〇〇〇
308 Simaroubaceae Ailanthus yezoense lft A. altissima ？〇シルウワニ 〇
309 Simaroubaceae Ailanthus yezoense sd A. altissima ？〇シルウワニ 〇 〇
310 Meliaceae Cedrela nipponica lft,sd Toona sinensis チャンチン 〇
311 Malvaceae Tilia distans lf？ T. miqueliana ボダイジュ 〇
312 Malvaceae Tilia miohenryana lf? T. henryana ー 〇
313 Malvaceae Tilia protojaponica lf,br T. japonica 〇〇〇〇〇〇キノナシ
314 Malvaceae Tilia subnobilis lf T. nobilis 〇ー
315 Malvaceae Tilia fl.ps ー ー 〇
316 Polygonaceae Polygonum megalophyllum lf Fallopia sachalinensis オオイタドリ 〇〇〇〇〇〇
317 Polygonaceae Rumex ezoensis lf R. longifolius ノダイオウ 〇〇〇〇
318 Cornaceae Alangium aequalifolium lf A. platanifolium 〇〇〇〇〇キノリウジミモ
319 Cornaceae Cornus megaphylla lf C. macrophylla クマノミズキ 〇 〇〇 〇
320 Cornaceae Cornus subkousa lf C. kousa ヤマボウシ 〇
321 Nyssaceae Nyssa japonica lf N. aquatica ー 〇
322 Hydrangeaceae Hydrangea lanceolimba lf H. umbellata 〇〇ー 〇〇
323 Hydrangeaceae Hydrangea ?fl.ps ー ー 〇
324 Ebenaceae Diospyros miokaki lf D. kaki ヤマガキ 〇〇〇〇
325 Theaceae Camellia protojaponica lf C. japonica ヤブツバキ 〇 〇
326 Theaceae Stewartia okutsui lf S. pseudocamellia ナツツバキ 〇〇
327 Symplocaceae Symplocos ?fl.ps ー ー 〇〇〇
328 Actinidiaceae Actinidia? fl.ps ー ー 〇
329 Clethraceae Clethra maximowiczii lf C. barbinervis リョウブ 〇〇
330 Ericaceae Rhododendron tatewakii lf R. albrechtii ムラサキヤシオツツジ 〇
331 Ericaceae Rhododendron  sp. lf R. pentaphyllum 〇ジツツノボケアシクツ 〇
332 Ericaceae Rhododendron  sp. lf ー ー 〇
333 Ericaceae Vaccinium ezoense lf V. oldhamii／ V. japonicum ナツハゼ／アクシバ 〇
334 Ericaceae Ericaceae gen. et sp. indet. lf ー ー 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-
12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-
6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

249 Salicaceae Salix misaotatewakii lf S. gracilistyla ネコヤナギ 〇 〇〇〇
250 Salicaceae Salix muraii lf S. rorida エゾヤナギ 〇
251 Salicaceae Salix parasachalinensis lf S. udensis (=sachalinensis ) オノエヤナギ 〇〇〇〇〇
252 Salicaceae Salix palaeofutura lf S. futura オオキツネヤナギ ？〇？〇〇
253 Salicaceae Salix sp. cf. S. pierotii lf？ S. pierotii オオタチヤナギ 〇
254 Salicaceae Salix preobrajenskyi lf？ ー ー 〇〇
255 Salicaceae Salix sp. cf. S. reinii lf？ S. reinii ー
256 Salicaceae Salix triandra lf S. triandra タチヤナギ 〇
257 Salicaceae Salix varians lf S. sinica ー 〇 〇 〇
258 Salicaceae Salix fl.ps ー ー 〇〇〇？〇？〇？〇
259 Salicaceae Salix ps.ps ー ー 〇
260 Salicaceae Salix imf.ps ー ー 〇
261 Salicaceae Salix im.ps ー ー 〇
262 Lythraceae Decodon mosanruensis sd ー ー 〇
263 Lythraceae Hemitrapa borealis nt ー 〇ー 〇〇
264 Lythraceae Hemitrapa hokkaidoensis nt ー 〇〇〇〇ー
265 Lythraceae Hemitrapa yokoyamae nt ー ー 〇
266 Lythraceae Trapa ezoana nt ー 〇〇ー
267 Myrtaceae Syzygium ？fl.ps ー ー 〇
268 Anacardiaceae Rhus ezoense lft R. typhina アメリカハゼノキ 〇
269 Anacardiaceae Rhus miosuccedanea lft Toxicodendron succedaneum ハゼノキ 〇〇〇〇 〇〇〇
270 Anacardiaceae Rhus protoambigua lf,lft Toxicodendron orientale ツタウルシ 〇 〇〇〇
271 Anacardiaceae Rhus  sp. cf. R. tricocarpa lft？ Toxicodendron trichocarpum ヤマウルシ 〇
272 Sapindaceae Aesculus majus lft A. turbinata トチノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
273 Sapindaceae Aesculus miochinensis lft？ A. chinensis シナトチノキ 〇
274 Sapindaceae Aesculus fl.ps ー ー 〇
275 Sapindaceae Acer chiharae lf A. chingii／A. pictum 〇デエカヤタイ／ー 〇 〇※S14 〇※S14 〇※S14
276 Sapindaceae Acer ezoanum lf,sm A. miyabei 〇〇〇〇ヤタイビロク 〇〇〇〇〇〇 ※S15 〇※S15 〇※S15 〇※S15 〇※S15
277 Sapindaceae Acer sp. cf. A. ezoanum lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
278 Sapindaceae Acer fatsiaefolium lf A. diabolicum／ A. macrophyllum カジカエデ／ヒロハカエデ 〇〇〇
279 Sapindaceae Acer  sp. cf. A. fatsiaefolium lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
280 Sapindaceae Acer grahamense sm A. macrophyllum ヒロハカエデ 〇※S16 〇※S16 〇※S16
281 Sapindaceae Acer megasamarum sm ー ー 〇
282 Sapindaceae Acer protonegundo lft A. henryi／A. negundo 〇デエカドングネ／ー ※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17 〇※S17
283 Sapindaceae Acer protonegundo sm A. henryi／A. negundo ー／ネグンドカエデ 〇※S17
284 Sapindaceae Acer palaeodiabolicum lf A. diabolicum カジカエデ 〇 〇 〇 〇 〇
285 Sapindaceae Acer palaeodiabolicum sm A. diabolicum カジカエデ 〇〇
286 Sapindaceae Acer palaeoplatanoides sm A. platanoides ノルウェーカエデ 〇
287 Sapindaceae Acer palaeorufinerve lf A. rufinerve 〇デエカダハリウ 〇 〇
288 Sapindaceae Acer protodistylum lf？ A. macrophyllum ヒロハカエデ 〇 〇
289 Sapindaceae Acer protojaponicum lf A. japonicum 〇〇〇〇〇デエカワチウハ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
290 Sapindaceae Acer protojaponicum sm A. japonicum 〇デエカワチウハ 〇〇〇 〇？
291 Sapindaceae Acer protomiyabei lf A. miyabei クロビイタヤ 〇
292 Sapindaceae Acer prototrifidium lf A. buergerianum トウカエデ 〇※S18
293 Sapindaceae Acer pseudoginnala lf A. ginnala カラコギカエデ 〇 〇 〇
294 Sapindaceae Acer pseudoginnala sm A. ginnala カラコギカエデ 〇※S19 〇※S19 〇
295 Sapindaceae Acer rotundatum lf A. pictum イタヤカエデ 〇 〇※S20 〇 〇〇
296 Sapindaceae Acer rotundatum sm A. pictum イタヤカエデ 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇 〇※S20 〇※S20 〇※S20 〇 〇※S20
297 Sapindaceae Acer  sp. cf. A. rotundatum sm A. pictum イタヤカエデ 〇
298 Sapindaceae Acer subcarpinifolium lf A. carpinifolium チドリノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇※S21 〇 〇※S21
299 Sapindaceae Acer subcarpinifolium sm A. carpinifolium チドリノキ 〇〇〇〇〇〇〇〇？〇
300 Sapindaceae Acer subukurunduense lf A. ukurunduense オガラバナ 〇〇〇
301 Sapindaceae Acer tricuspidatum lf A. pycnanthum／A. rubrum ハナノキ／アメリカハナノキ 〇※S22 〇※S22 〇 〇
302 Sapindaceae Acer tricuspidatum sm A. pycnanthum／A. rubrum ハナノキ／アメリカハナノキ 〇
303 Sapindaceae Acer sp. cf. A. rubrum lf A. rubrum アメリカハナノキ 〇
304 Sapindaceae Acer fl.ps A. tschonoskii ミネカエデ 〇
305 Sapindaceae Acer sp.(7 lobed) lf ー ー 〇
306 Sapindaceae Acer ms.ps ー ー 〇〇
307 Rutaceae Phellodendron mioamurense lf,lft P. amurense 〇ダハキ 〇〇〇〇〇〇
308 Simaroubaceae Ailanthus yezoense lft A. altissima ？〇シルウワニ 〇
309 Simaroubaceae Ailanthus yezoense sd A. altissima ？〇シルウワニ 〇 〇
310 Meliaceae Cedrela nipponica lft,sd Toona sinensis チャンチン 〇
311 Malvaceae Tilia distans lf？ T. miqueliana ボダイジュ 〇
312 Malvaceae Tilia miohenryana lf? T. henryana ー 〇
313 Malvaceae Tilia protojaponica lf,br T. japonica 〇〇〇〇〇〇キノナシ
314 Malvaceae Tilia subnobilis lf T. nobilis 〇ー
315 Malvaceae Tilia fl.ps ー ー 〇
316 Polygonaceae Polygonum megalophyllum lf Fallopia sachalinensis オオイタドリ 〇〇〇〇〇〇
317 Polygonaceae Rumex ezoensis lf R. longifolius ノダイオウ 〇〇〇〇
318 Cornaceae Alangium aequalifolium lf A. platanifolium 〇〇〇〇〇キノリウジミモ
319 Cornaceae Cornus megaphylla lf C. macrophylla クマノミズキ 〇 〇〇 〇
320 Cornaceae Cornus subkousa lf C. kousa ヤマボウシ 〇
321 Nyssaceae Nyssa japonica lf N. aquatica ー 〇
322 Hydrangeaceae Hydrangea lanceolimba lf H. umbellata 〇〇ー 〇〇
323 Hydrangeaceae Hydrangea ?fl.ps ー ー 〇
324 Ebenaceae Diospyros miokaki lf D. kaki ヤマガキ 〇〇〇〇
325 Theaceae Camellia protojaponica lf C. japonica ヤブツバキ 〇 〇
326 Theaceae Stewartia okutsui lf S. pseudocamellia ナツツバキ 〇〇
327 Symplocaceae Symplocos ?fl.ps ー ー 〇〇〇
328 Actinidiaceae Actinidia? fl.ps ー ー 〇
329 Clethraceae Clethra maximowiczii lf C. barbinervis リョウブ 〇〇
330 Ericaceae Rhododendron tatewakii lf R. albrechtii ムラサキヤシオツツジ 〇
331 Ericaceae Rhododendron  sp. lf R. pentaphyllum 〇ジツツノボケアシクツ 〇
332 Ericaceae Rhododendron  sp. lf ー ー 〇
333 Ericaceae Vaccinium ezoense lf V. oldhamii／ V. japonicum ナツハゼ／アクシバ 〇
334 Ericaceae Ericaceae gen. et sp. indet. lf ー ー 〇
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時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
※A10

？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？

)名和の種似近(名学の種生現似近官器群類分科.oN .oN茅沼 賀老 嗣内 上ノ国 本陣ノ沢 野花南 朝日 熊石 滝ノ上 久遠 吉岡 虻羅 若松 宗谷 ラウネナイ サキペンペツ タチカラ
ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

335 Eucommiaceae Eucommia japonica lf E. ulmoides トチュウ 〇〇
336 Eucommiaceae Eucommia japonica sd E. ulmoides トチュウ 〇
337 Oleaceae Forsythia kitamiensis lf F. suspensa レンギョウ 〇
338 Oleaceae Fraxinus honshuensis sd F. longicuspis ヤマトアオダモ 〇 〇
339 Oleaceae Fraxinus sp. cf. F. longicuspis lft? F. longicuspis ヤマトアオダモ 〇
340 Oleaceae Fraxinus k-yamadai sm F. americana アメリカトネリコ
341 Oleaceae Fraxinus wakamatsuensis lf,lft F. lanceolata／ F. pennsylvanica ソウマシオジ／グリーンアッシュ 〇 〇〇
342 Oleaceae Fraxinus wakamatsuensis sm F. alcorni ー 〇〇
343 Oleaceae Fraxinus msA.ps F. anomala ー 〇
344 Oleaceae Fraxinus tflB.ps F. mandshurica 〇モダチヤ
345 Oleaceae Fraxinus tfl.ps F. mandshurica ヤチダモ 〇
346 Oleaceae Fraxinus tfl.ps ー ー ？〇〇
347 Bignoniaceae Catalpa fl.ps ー ー 〇
348 Adoxaceae Viburnum miocenicum lf V. theiferum 〇ー
349 Adoxaceae Vibrunum protofurcatum lf V. furcatum オオカメノキ(ムシカリ) 〇〇
350 Adoxaceae Vibrunum sp. lf？ ー ー 〇
351 Caprifoliaceae Lonicera  sp. cf. L. strophiophora lf？ L. strophiophora ー 〇
352 Caprifoliaceae Lonicera fl.ps L. gracilipes ヤマウグイスカズラ 〇 〇 〇
353 Caprifoliaceae Weigela  sp. cf. W. décora lf？ W. decora ニシキウツギ 〇
354 Araliaceae Aralia subelata lft A. elata タラノキ 〇
355 Araliaceae Aralia ?tfl.ps ー ー 〇
356 Araliaceae Kalopanax acerifolius lf K. septemlobus ハリギリ 〇 〇
357 ー Carpolites japonica fr ー ー 〇
358 ー Carpolites rf.ps ー ー 〇〇〇〇

前期鮮新世期後世新中期前期前世新中期前 世新中期後期後世新中期中中期中新世前期
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表1　続き5

6）新第三紀を通じて北海道内で継続的に産出が認めら
　  れる種
　カツラ属のCercidiphyllum crenatum、ハンノキ属
のAlnus miojaponicaとA. protomaximowiczii、イヌ
シデ属のCarpinus  subcordata、アサダ属のOstrya 

shiragiana、カエデ属のAcer ezoanum、A. protojaponica

およびA. rotundatumは北海道内の新第三紀植物化石群の
各産地で化石の産出が確認され、これらの近似現生種は
現代の北海道でも普遍的に生育している。これらは新第
三紀を通じて北海道に普遍的に生育していた可能性が高
い。しかしながらこれらの種の各産地の化石は果たして
同一種に含めてよいのか、産地における形態変異の可能
性等も考慮に入れながら分類学的な再検討をする必要が

　これらのうち、ブナ属のアケボノイヌブナFagus 

palaeojaponicaとムカシチドリノキAcer subcarpinifolium

は中期中新世後期から第四紀前期更新世にかけて北海道
内の各植物化石群に普遍的に認められ、しばしば優占
種となるが（那賀島 1990； Narita et al. 2020； 成田 
2021ａ、ｂ；植村・鈴木 2019など）、いずれも近似現
生種は北海道での自生は確認されていない。
　なお、ヤナギ属については中期中新世後期以降に種の
交代が認められるとともに、顕著に多様性も増加してい
る。各化石群の堆積環境の相違の影響も考えられるが、
化石記録の上では、少なくとも北海道では中期中新世後
期以降にヤナギ属が多様化した可能性も考えられる。

※ A1．植物化石群を含む茅沼層の年代は、ジルコンフィッション・トラック（以下、ZFT）年代で約 37.1–25.6Ma を示す（通
産省 1985；雁沢 1983）。

※ A2．植物化石群を含む太櫓層の年代は、カリウム－アルゴン（以下、K-Ar）年代が 24Ma、ZFT 年代が約 24.3Ma を示す
（通産省 1978；輿水ほか 1986）。

※ A3．植物化石群を含む福山層の年代は、ZFT 年代で約 23.3–20.8Ma（通産省 1981；雁沢 1983；輿水ほか 1986）を、
K-Ar 年代で約 17.7–17.2Ma を示す（広瀬ほか 2000）。

※ A4．植物化石群を含む滝ノ上層の多くの ZFT 年代や K-Ar 年代を基に、栗田（2010）は滝ノ上層が約 21–15Ma の期間に
形成されたことを示している。特に植物化石を産出した下部（棚井・植村 1988）では約 21–19Ma に年代値が集中して
いる（栗田 2010）。 

※ A5．植物化石群を含む左俣川層の年代は、K-Ar 年代で約 17Ma、19Ma を示す（通産省 1978）。
※ A6．虻羅・若松植物化石群を含む訓縫層の年代は、ZFT 年代で約 17.1–12.5Ma を示す（輿水ほか 1986；雁沢 1992）。
※ A7．植物化石群を含むタチカラウシナイ層の年代は、K-Ar 年代で約 13.7Ma、13.8Ma を示す（柴田ほか 1981）。
※ A8．植物化石群を含むチェポツナイ層の年代は、K-Ar 年代で約 12.4Ma を示す（柴田・棚井 1982）。
※ A9．植物化石群を含む社名淵層の年代は、K-Ar 年代で約 8.2–6.3Ma を示す（八幡・西戸 1995）。
※ A10．植物化石群を含む生田原層の年代は、K-Ar 年代で 6.7Ma、8.0Ma を示す（前田 1986）。



時代 中期中新世
前期

後期
鮮新世？

絶対年代
37-25Ma
※A1

24Ma
※A2

24Ma
※A2

23-17Ma
※A3

？ ? ? ー
20Ma
※A4

19-17Ma
※A5

ー
17.1-

12.5Ma
※A6

17.1-
12.5Ma
※A6

ー ー ？
13Ma
※A7

ー 13Ma 13Ma ー 12Ma
12Ma
※A8

ー ー ー 11Ma
8.2-

6.3Ma
※A9

6.7Ma，
8.0Ma
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？ 6.8Ma 6-4Ma ー ？
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ウシナイ

ペンケナイ

/小頓別
湖南 仁宇布 報徳 モサンル 小川

志美宇丹/
本幌別川

大手下部 川西 上名寄 社名淵 生田原 サマケサロマ 十勝幌加 上里 留辺蘂 旭川

335 Eucommiaceae Eucommia japonica lf E. ulmoides トチュウ 〇〇
336 Eucommiaceae Eucommia japonica sd E. ulmoides トチュウ 〇
337 Oleaceae Forsythia kitamiensis lf F. suspensa レンギョウ 〇
338 Oleaceae Fraxinus honshuensis sd F. longicuspis ヤマトアオダモ 〇 〇
339 Oleaceae Fraxinus sp. cf. F. longicuspis lft? F. longicuspis ヤマトアオダモ 〇
340 Oleaceae Fraxinus k-yamadai sm F. americana アメリカトネリコ
341 Oleaceae Fraxinus wakamatsuensis lf,lft F. lanceolata／ F. pennsylvanica ソウマシオジ／グリーンアッシュ 〇 〇〇
342 Oleaceae Fraxinus wakamatsuensis sm F. alcorni ー 〇〇
343 Oleaceae Fraxinus msA.ps F. anomala ー 〇
344 Oleaceae Fraxinus tflB.ps F. mandshurica 〇モダチヤ
345 Oleaceae Fraxinus tfl.ps F. mandshurica ヤチダモ 〇
346 Oleaceae Fraxinus tfl.ps ー ー ？〇〇
347 Bignoniaceae Catalpa fl.ps ー ー 〇
348 Adoxaceae Viburnum miocenicum lf V. theiferum 〇ー
349 Adoxaceae Vibrunum protofurcatum lf V. furcatum オオカメノキ(ムシカリ) 〇〇
350 Adoxaceae Vibrunum sp. lf？ ー ー 〇
351 Caprifoliaceae Lonicera  sp. cf. L. strophiophora lf？ L. strophiophora ー 〇
352 Caprifoliaceae Lonicera fl.ps L. gracilipes ヤマウグイスカズラ 〇 〇 〇
353 Caprifoliaceae Weigela  sp. cf. W. décora lf？ W. decora ニシキウツギ 〇
354 Araliaceae Aralia subelata lft A. elata タラノキ 〇
355 Araliaceae Aralia ?tfl.ps ー ー 〇
356 Araliaceae Kalopanax acerifolius lf K. septemlobus ハリギリ 〇 〇
357 ー Carpolites japonica fr ー ー 〇
358 ー Carpolites rf.ps ー ー 〇〇〇〇
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る可能性も考えられるが、今後の化石の新産出や分類学
的な再検討により、解釈が変化する可能性もあり、注意
を要する。

ある。
　これまで述べた6つのパターンに該当しない分類群も
あるが、アスナロ属のThujopsis miodolablataやツゲ属の
Buxus protojaponicaなどのように時代を隔てて同一分類
群が産出していることもある。このようなパターンを示
す分類群は、堆積環境や分布域の微妙な変化を表してい

※ S1．棚井ほか（1981）では Osumuda tsunemoriensis と記載されている。
※ S2．棚井ほか（1981）では Magnolia elliptica あるいは Dispyros sublotus に同定されている。
※ S3．棚井ほか（1981）では Magnolia elliptica に同定されている。
※ S4．成田ほか（2017）では Sorbaria sp. に同定されている。
※ S5．棚井ほか（1981）では Fagus sutxbergi に同定されている。
※ S6．棚井ほか（1981）では Fagus crenata に同定されている。
※ S7．Tanai（1961）では Fagus palaeocrenata に同定されている。
※ S8．当初はオニグルミ属 Juglans に帰属されていたが、後に小葉の鋸歯形態などからサワグルミ属 Pterocarya に改められ

た（Uemura 1988 など）。
※ S9．Tanai and Suzuki（1965）では Juglans japonica あるいは Pterocarya asymmetrosa に同定されている。
※ S10．Tanai and Suzuki（1965）では、Pterocarya asymmetrosa に同定されている。
※ S11．Tanai and Suzuki（1972）では、Acer miodavidii に同定されている。
※ S12．棚井ほか（1981）では、Betula protoermannii に同定されている。
※ S13．棚井ほか（1981）では、Carpinus subyedoensis に同定されている。
※ S14．棚井ほか（1981）では、Acer pseudomonoides に同定されている。
※ S15．棚井ほか（1981）では、Acer yabei に同定されている。
※ S16．Tanai and Suzuki（1963、1972）では、Acer prototatarium に同定されている。
※ S17．Tanai and Suzuki（1963、1972）では、Acer miohenryi に同定されている。
※ S18．Tanai and Suzuki（1963）では、Acer florinii に同定されている。
※ S19．Tanai and Suzuki（1963、1972）では、Acer yoshiokaense に同定されている。
※ S20．Tanai（1961）、Tanai and Suzuki（1963、1965、1972）では、Acer subpictum に同定されている。
※ S21．Tanai and Suzuki（1965）では、Acer pseudocarpinifolium に同定されている。
※ S22．Tanai（1971）では、Acer trilobatum に同定されている。
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表2　北海道における新第三紀の植物化石の消長のパターン

前期中新世前期 前期中新世後期 中期中新世前期 中期中新世後期 後期中新世 前期鮮新世 後期鮮新世

Tanai(1961)の植物相型 阿仁合型 型徳三型島台

23.03Ma 20.44Ma 13.82Ma 11.63Ma15.97Ma 5.33Ma 3.60Ma 2.58Ma

る渦鞭毛藻シスト化石群の検討を行っている。林ほか
（2018）では、それら渦鞭毛藻の生存期間から、“サキ
ペンペツ層”が中新世よりも古い始新世後期～前期漸新
世に対比される可能性について指摘している。これを踏
まえるとサキペンペツ植物群も同様の年代を示す可能性
があり、本植物群に含まれるスズカケノキ科のPlatanus 

aceroidesなど、古第三紀植物化石群に顕著な分類群を含
んでいることはその事実を裏付けている可能性が高い。
本植物群から推定される陸上古気候解析はすでに行われ
ており（成田ほか 2012；成田 2021a）、今後、サキペ
ンペツ植物群の年代の変更によって、植生史や古気候変
動の再解釈が必要となるであろう。
　同様に大谷（2023MS）で取り上げられている旭川植
物群についても年代学的な位置づけには注意を要する。
本植物群は、産出する旭川層とその周辺の地質状況から
後期鮮新世とされているが、本植物群中には、やはり古
第三紀植物群に多いスズカケノキ属Platanusが認められ
る一方、現生種に同定されている分類群が複数含まれて
いる。今後、大谷（2023MS）で報告されている化石の
詳細な分類学的再検討は必要不可欠であるが、後期鮮新
世の植物化石群の報告はほとんど得られていないことも
考慮すると、注目に値する化石群となる。
2）各植物化石の分類学的再検討
　各植物化石群中に含まれるそれぞれの植物化石の分類
学的な位置づけについては、これまで述べたように、先
行研究に誤同定が含まれていたり、分類学的な再検討を
要したりするものも少なくない。特に大きな時代間隙を
経て産出が確認されているものについては注意が必要で
ある。例えばスズカケノキ属のPlatanus aceroidesは後期
鮮新世の旭川植物群での報告があるが、本種は新第三紀

5　層位的分布を考える際の問題点

　小論では、これまでに報告されてきた北海道内の新第
三紀の植物化石群をまとめ、各分類群の層位的な分布か
ら判断される消長についても述べた。このような各分類
群の消長から、各分類群の植物地理学的な検討や進化史
の復元などへの発展が期待される。しかしながらそれら
を検討する際には、1）各植物化石群の年代が明らかで
あること、2）各化石群に含まれる各分類群が分類学的
に十分な検討がなされていること、そして3）各化石群
の堆積環境が推定され、どのような生育環境の古植物か
ら構成される化石群なのかが推定されていること、が当
然ながら求められる。ここでは小論で示したリストに直
接的に関係する1）、2）についての問題点を以下に述べ
る。
1）各植物化石群の年代
　今回のリスト化に際しては、各植物化石群の年代にも
注意を払い、概ね年代順となるようなリスト化を行って
いる。しかしながら、放射年代測定による絶対年代値が
十分に明らかではなく、微化石層序や化石産出層とその
周囲の地質状況のみからおおよその年代が推定されてい
る植物化石群も少なくない。今後、その年代学的な検討
を行うことで、年代的な位置づけが大きく変更される植
物化石群があり得ることは念頭に置くべきであろう。
　例えば、中期中新世前期の化石群とされるサキペン
ペツ植物群（Tanai 1971）は今後、年代学的な位置づ
けに特に注意を要する。Tanai（1971）において、サキ
ペンペツ植物群が産出したのは“サキペンペツ層”とさ
れているが、おそらく本層と同一と考えられる“礫岩卓
越層”について、林ほか（2018）が本層から産出してい
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3）中期中新世前期以降の新第三紀を通じて認めら
れる分類群：サルトリイバラ属Smilax、サクラ属
Prunus、ウルシ属Rhus

4）中期中新世前期以前には産出記録がなく、中期中
新世後期以降産出が認められる分類群：ブドウ属
Vitis、エゾエノキ属Celtis、タデ科Polygonaceae（タ
デ属Polygonum、スイバ属Rumex）、スイカズラ科
Caprifoliaceae（スイカズラ属Lonicera、タニウツギ
属Weigela）

5）同一属内で、中期中新世後期以降に種レベルの交代
が顕著な分類群：モミ属Abies、ツガ属Tsuga、フジ
キ属Cladrastis、ニレ属Ulmus、ブナ属Fagus、サワ
グルミ属Pterocarya、ハンノキ属Alnus、カバノキ属
Betula、ドロノキ属Populus、ヤナギ属Salix、カエデ
属Acer、トネリコ属Fraxinus

6）新第三紀を通じて北海道内で継続的に産出が認めら
れる種：カツラ属のCercidiphyllum crenatum、ハン
ノキ属のAlnus miojaponica、A. protomaximowiczii、
イヌシデ属のCarpinus subcordata、アサダ属の
Ostrya shiragiana、カエデ属のAcer ezoanum、A. 

protojaponica、A. rotundatum

　小論で示された各植物化石群の年代学的な位置づけ
や、各植物化石の分類学的な再検討を行うことで、今後
の北海道を中心とした植生史や古気候変化、各植物の進
化史についてより詳細に理解が進むことが期待される。
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ていることから、地熱の存在によって同産地がこれらの
分類群のレフュージアとなっていた可能性も指摘されて
いる（松本 2001；成田 2021a）。
　以上のようなケースを考慮すると、今後の分類学的な
検討によって解釈が大きく異なる分類群が生じ得る可能
性もあることから、分類学的な再検討は基本的なことな
がらも極めて重要である。

6　まとめ

　これまで報告されている北海道の新第三紀植物化石群
中に認められる各分類群について、誤同定やシノニム等
に加え、各植物化石群の年代的な位置づけも考慮して最
新の陸上植物分類法に準拠してリスト化し、各分類群の
化石記録の有無を示した。その結果、次のような層位的
な分布が明確化された。
1）中期中新世前期まで産出が認められ、中期中新世

後期から産出記録がなくなる分類群：ユサン属
Keteleeria、ツヅラフジ科Menispermaceaeの各属
（アオツヅラフジ属Cocculus、コウモリカズラ属
Menispermum）、ハス属Nelumbo、スズカケノキ属
Platanus、クリ属Castanea、コンプトニア（ナウマ
ンヤマモモ）属Comptonia、カリアグルミ属Carya、
ウリノキ属Alangium、Decodonを除くミソハギ科
Lythraceaeの各分類群（アスナロビシ属Hemitrapa、
ヒシ属Trapa）

2）前期中新世後期から中期中新世前期の期間にのみ産出
が確認される分類群：イヌカラマツ属Pseudolarix、
ト ガ サ ワ ラ P s e u d o t s u g a 、 旧 ア ブ ラ チ ャ ン 属
Parabenzoin、パロティア属Parrotia、ハナズオウ属
Cercis、オニグルミ属Juglans、コナラ属Quercusの多
くの種、ツバキ属Camellia、トチュウ属Eucommia
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4)Taxa with no records of occurrence before 
the early Middle Miocene, but recognized from the 
late Middle Miocene to the Pliocene: Vitis, Celtis, 
Polygonaceae (Polygonum, Rumex), Caprifoliaceae 
(Lonicera, Weigela)

5)Taxa which have undergone significant 
taxonomical change at the species level within the 
same genus since the late Middle Miocene: Abies, 
Tsuga, Cladrastis, Ulmus, Fagus, Pterocarya, Alnus, 
Betula, Populus, Salix, Acer, Fraxinus

6)Species recognized to have continuously 
occurred in Hokkaido throughout the Neogene: 
Cercidiphyllum crenatum, Alnus miojaponica, A. 
protomaximowiczii, Carpinus subcordata, Ostrya 
shiragiana, Acer ezoanum, A. protojaponica, A. 
rotundatum

Through this article, I intend to contribute to the 
investigation of evolutionary history of the relevant 
plant taxa, and paleovegetation as well as climate 
change.

This study presents an occurrence list and 
stratigraphic distribution of plant macrofossils 
obtained from Neogene in Hokkaido, considering 
factors such as the latest chronological positions 
of each fossil assemblages, as well as possible 
misidentifications and taxon synonyms of each 
plant macrofossil assemblage. My findings clarify 
the following stratigraphic distributions of each 
taxonomic group.

1)Taxa recognized as occurring until the early 
Middle Miocene, but no records of occurrence 
from the late Middle Miocene onwards: Nelumbo, 
Platanus, Castanea, Comptonia, Carya, Alangium,  
Hemitrapa, Trapa

2)Taxa recognized as occurring only from late 
Early Miocene to early Middle Miocene: Pseudolarix, 
Pseudotsuga, Parabenzoin, Parrotia, Cercis, Juglans, 
most species  of Quercus, Camellia, Eucommia

3)Taxa recognized from early Middle Miocene 
onwards throughout the Neogene: Smilax, Prunus, 
Rhus

NARITA Atsufumi

NOTES AND SUGGESTIONS

Occurrence List and Stratigraphic Distribution of Plant Macrofossils 
from Neogene in Hokkaido, Japan




